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Abstract

Thisstudya血edtoanalyvehighscheolstudents'experienceoftreat皿entbyandknowledgeof

judo-therapi呂tandacupunct凹reclinics,andobtai皿basieda.tatoexami皿eth、ewaysofnurturing

studentS,¢ 且reerchoicesofhighschoolstudents,andanenvironmentthatfac且itatesinformation

acquisition.Ananenymousqu.estionn、airesurveywascenduetedinvolving413highschoolstud.en.ts

Iivi皿9intheK且nsaia宣reaofJapa皿.

Weobtai皿edthef(>Uowingresults.1)The皿osteommoninju正iesthatthesubjectsexperienced

wetnesprai皿(69.5%),contusion(68.3%),andbonefr且cture(40.4%),and.theQypesofmedieal

institutionthatthey。on.sultedweretheDepartmentofOrthopedies(31.O%),judo・therapyclinics

(39.9%),andacupunctureclinics(28.4%).2)Concerningtheabovepractiti⑪ners,16.9and20.3%of

thesubjectsknewthatjudo・therapistsandacupuncturistsarenationallycert元 丘edpr且ctitioners,

respectively.3)0皿lyl3.8and5.3%ofth{∋suhjectsknewthatjudo-therapistsandacupu皿cturistsare

sportsinjuryspecialists,respe{]tively.4)Concerningth.eclinicstheyconsulted,53.3and29.5%of

thesubjeetsvespondedthattheyobtai皿{∋di皿 丘)r皿ationonjudo・therapya皿dacupun{:tureelinics

廿o皿their塩 皿ily皿embersorfriends,respectively.

Althoughmanysubject呂recei鴨dmedicaltreatmentafterexperiencingspr且in,contusion,orbone

丘 且砒 皿re,onlyafewefthemknewth且tjudo・therapistsandacupunCturistsarenationa皿ycertified

practitionersandsportsinjuryspecialists.Theinfbrmationfヒo皿theirfamilymembersandfriends

w且 岳alsoinsuMcient.However,thosewhoknewth.attheya.正en且tionallycerti{iedpraotitio皿ers
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reeognizedthatthey肛esportsinjuryspeciali$ts,且ndtheyalsoacquiredrelevantinfor血atio皿fiir()皿

theirfamiIymembersor丘iend8.Thefi皿dingsalsorevealedthatthosewhok血ewthat

judo・therapistSandacupuncturiSts且re皿 且tio皿a皿ycerti丘edpraetitionersandsportsinjury

specialistsandacquiredmuchinfbrmationfromtheirfa皿 丑yme皿bersandfrie皿dsweremorelikely

t。be血 。tivatedt。enterthe島epr。fesSi。 皿s.{J.Sp。rtSci.Osteo.Thera.,15(1):1-14,AugUst,2013)

KeyWord=高 校 生{Highschoolstudents),柔 道 整復 師 ・鍼 灸 師(Judo-therapist&praCtitioneref

acupuncture>,外 傷 の体 験([njury),家 族 ・友 人 か らの情 報(lnformationfiro皿 蝕milyand飼lend8>,進 路

志 望(COurseehoide)

目 的

我が国の柔道整復や鍼灸の歴史は古 く,国 民生活

に密着 し,日 常生活や運動 ・スポーツ等で発生する

外傷への施術と深く密着 し今日に至っている。特に,

スポーツ現場においては柔道整復師や鍼灸師の国家

資格を有するスポーツ トレーナーとして活躍し,選

手の外傷に対する治療だけでなく,そ の予防や健康

管理等も含めた全身 ・局所においても重要癬 贈1を

果たしている。

現在,柔 道整復師や鍼灸師は3年 制専門学校や4

年制大学において国家資格 として養成されている。

大学教育においては,科 学的な知識と理解に基づい

た医療職としての専門技術の修得 と研究(卒業論文)

への取組みが行われている、また,地 域社会におい

て国民医療の重要な担い手として,よ り一層社会的

な役割を果たすためにも専門教育に加えて教員免許

(保健体育)取 得のための教職課 程や諸外国 との類

似業種交流や理解等,PtFEIi職性において高度で幅広

い視野と医療人として豊かな人間性の育成が求めら

れている。

しか し,今 日の急速な医療技術の進歩 ・発達の中

で,伝 統医療である柔道整復や鍼灸が国民からどの

ように認識され,い かに国民のニーズに応えている

のかの社会的評価を検討する必要に迫 られている。

我が国における柔道整復の社会的評価に関しては,

柔道整復師およびその治療を受けている患者を対象

とした柔道整復師の社会的存在と評価 圃 や,施 術

者を対象 とした柔道整復師養成の在 り方と接骨院に

関する検討 帥,学 術 ・学会活動に関する研究細 等

が報告されている。 しかしながら,社 会的評価を検

討するための大規摸な調査が行われているにも関わ

らず,ス ポーツや運動クラブ時の1杢我ns多 い中 ・高

校生は調査対象者としてほとんど含まれていない。

学校事故と接骨院に関する調査研究柵 では,学 校

保健の専門的実践者である小学校,中 学校の養護教

諭を対象に児童生徒の受診状況等について詳細に調

べ られているが,高 校生を対象とした調査研究は少

ない。

本研究は高校生を対象 として,現 在までの外傷体

験とその治療機関,接 骨院や鍼灸院の地 或での存在

や家族 ・友人からの情報但戴発情報},柔 道整復師

や鍼灸師の国家資格やスポーツ外傷の専門家である

ことの認識 柔道整復師 ・鍼灸師への志望等につい

て分析 し,柔 道整復師と鍼灸師の養成の在り方や高

校生の進路志望の動向を検討することが目的である。

方 法

D対 象

調査対象は,関 西地域に所在す る4つ の高等学校

に在籍する生徒413名 であった。対象の属性 は,男

性327名(7a2%),女 性86名 ⑫α8%),1年71名

(17.2%),2年207名(5⑪,1%),3年135名{32.7%),

運動系クラブ所属310名(75■%),文 化系クラブ所

属38名(9.2%),い ずれ も所属 していない65名

{15,7%)で あった。

の 調 査方法 及び内容

調査は 「無記名質問紙法」で行い,調 査内容は性

別,学 年別,ク ラブ所属別,現 在までに体験 した外

傷(骨 折 ・脱 臼 ・打撲 ・捻挫 ・筋肉損傷),外 傷の治

療機関 〔整形外科 ・接骨院 ・鍼灸院),柔 道整復師 と
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鍼灸師の国家資格に関する認識,柔 道整復師 と鍼灸

師のスポーツ外傷の専門職(ア スレティック トレー

ナー)と しての認識,自 宅から半径500メ ー・トル(徒

歩で10分}以 内の接骨院 と鍼灸院の所在と軒数,

接骨院や鍼剣院に関する家族や友人からの情報,高

校卒業後(将 来)の 柔道整復師 と鍼灸師への志望な

どであった。

3)調 査期間

調査期聞は,平 成 盟 年1月10日 から同年3月

31日 までであった。

の 統計処理

調査数値は実数及び比率で示 し,2変 量の独立性

の検定は好 検定またはフ.イッシャーの正確確率検

定(直 接確率)を 用いた。統計解析には,TheR

software(version2,10.Di2)を 用い、有意差の危険

率は5%未 満を有意とした。

結 果

D高 校生 の現在までの骨折 ・脱臼t打 撲 ・捻挫 ・筋

肉損傷 の体験について

骨折の体験にっいて,「ある」者は167名(40.40■ ・),

「ない」者は236名(57.1%),「 分か らない」者 は10

名(24%)で あった。脱 臼の体験 について,「 ある」者

は40名(9.70f。),「 ない」者は353名(85.5%),「 分か

らない」者は20名(4.8elo)で あった。打撲の体験 につ

いて,「 ある」者は282名(68.301。),「 ない」者はIO9

名(26.40fO),「分か らない」22名(5.3%)で あった。捻

挫 の体験 について 「ある」者は287名(69.5%),「 な

い」者 は110名 ②6.6%),「 分か らない」 ものは16

名(3.9%)で あった。筋肉損傷 の体験について,「 あ

る」者は112名(27.lel,),「 ない」者 は261名{63.2%},

「分 か らない」者 は40名{9.7%)で あった。

骨 折体験 と脱臼体験の関連を表1に 示 し瓦 骨折

体験者 と脱臼体験者 の間には有意 な関連が見 られた。

同様 に骨折 ・脱臼 ・打撲 ・捻挫 ・筋肉損傷の外傷体

験者 の間に,い ずれ も有意 な関連 が認め られ 為 な

表1:高 校生の骨折と脱臼の体験の有無一
脱 臼 有23{57.5)16(40.助1(2.5)

脱 臼 無t36(38.5)215(609}2(O.6)

か らな い8(40.①5(25.O}7(35.①

数値は実数,()は%を 示す。

お,骨 折 ・脱 臼 ・打撲 ・捻挫 ・筋肉損傷 の外傷 体験

者間の相互関連 を示す表 は,表1と 同様 のため省略

した。

高校生の5つ の外傷の体験について,性 別,学 年

別,ク ラブ活動別にみ る と,性 別で は,男 子は 「骨

折(P<0.Ol)・ 捻挫(PくO.01)」 が,学 年別では2年 生

において 「骨折{p<⑪」)D・脱 臼(p・0.01)・ 打撲

(pく0.05)・筋肉損傷(p<0、01)」 が,ク ラブ活動別で

は運動部の所属者 にお いて 「骨折くp<O.01)・脱 臼

(P〈O.05)・打僕(P<O.01)・ 捻挫(PくO.01)・ 筋肉損傷

(pくO.O1)」がそれぞれ高率であった。

2)高 校生 の外膓(骨 折 ・脱 臼 ・打撲 ・捻挫 ・筋肉損

傷)の 治療機 関について

「整形外科 のみで治療 した」者は128名(31n%),

「接 骨院 のみで治療 した」者は45名(10.9%),「 鍼

灸院のみ で治療 した」者 は1名(0.2%),「 整形外科 ・

接骨院 ・鍼灸院で治療 した」者 はIO4名(252%),「 接

骨院 と鍼灸院で治療 した1者 は12名 包9%),「 整形

外科,接 骨院,鍼 灸院以外 で治療 した」者はlO名

(2.4eA),「 治療 した ことがない ・分か らない」者 は

113名tz7.4%)で あった。これ を接骨院 と鍼灸[1ZBi」に

みると,「 接骨院」で治療 した者は1Bl名(39.0%),

「鍼灸院」で治療 した者 はll7名 ⑫8.3%)で あった。

性別では,男 子は 「接骨院 と鍼灸院で治療 した」

者 が,女 子は 「鍼灸院のみで治療 した」者がそれぞ

れ高率であった{PくO.OO。

学年別 では,1年 生 で 「鍼灸院 で治療 したj者hS,

2年 生で 「整形外科 ・接骨院 ・鍼灸院 で治療 した」

者が,3年 生で 「分か らないJと した者がそれぞれ

高率であった(PくO.05)。 捻挫(表2)・ 筋肉損傷 俵

3)の 体験者 と外傷時 の治療機関 との問で有意差が

認め られた{そ れぞれpくO.01〕 。

3)高 校 生の柔道整復師 と鍼灸師 の国家資格(医 療 の

専門職1と しての認識 について

柔道整 復師 と鍼灸師が 「共に国家資格者であるこ

とを知 っていた」 とする者 は45名(10,9%),「 柔道

整復師は知っていたが鍼灸師は知 らなかった」 とす

る者 は25名(6.10/。),「 鍼灸師は知 っていたが柔道整

復師は知 らなかった」 とする者 は39名(9.4%),「 い

ずれ も知 らなかった」とす る者は190名(460%),「 分

か らない」 とす る者 は114名(27.60■o)で あった。 こ

れ を柔道整復師 と鍼灸師別 に見る と,国 家資格であ
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表2:高 校生の捻挫体験の有無と外傷時の治療機関

無 からない

整形外科病院(医院)のみで治療したこ

とがある

接骨院のみで治療したことがある

鍼灸院のみで治療したことがある

整形外科病院(医院)と接骨院及び鍾

黄院で治療したことがある

接骨院と鍼灸院で治療したことがある

整形外科覇院(医院〕,接骨院,鍼 灸院

以外で治療したことがある

治療した=とがない

分からない

95(7噌2)

33(73.3)

O(O.O)

s8(84.6)

9(75,0)

7(70.O)

18(39.1)

37{552)

31(242)

12(26.7)

1(100.①

14{1乱5)

3(25.0)

1(10.o)

23{50.o)

25(37,3)

2".6)

0(0.①

o(o.o)

2(19)

O⑩.O)

2(20.0)

5(109)

5(フ.5)

数値は実数,()は%を 示す。

表3=高 校生の筋肉損傷体験の有無と外傷時の治療機関

肉 無 分からない
整形外科癌院(医院)のみで治療したこ

とがある

撞骨院のみで治療したことがある

鍼負院の再で治僚したことがある

整形外科病院(医院〕と接骨院及び鍼

灸院で治療したことがある

接骨院と鍼灸院で治療したことがある

養形卦科病院(医院),捜 骨院,鍼 灸院

以外で治療したことがある

治療したことがない

分からない

2s(21.9)

11(24.4)

o⑩.o)

58(55.8}

6(50.0)

1(10.O)

o(oρ}

8(11、9)

87(6aO)

30(66.7)

t(100.0)

39(37,5)

5(41.7)

7(70.e)

41(S9.1)

51(76.1)

13(10.2)

4(s.9}

0(O.O)

7(6.7)

1(B.3)

2(20.o)

5(10.9)

8(11.9)

数値は実数,()は%を 示す。

るとする認識は 「柔道整復師」では70名(16.go1・),

「鍼灸師」では84名(20.3%),「 知 らなかった ・分

からないJで は304名(73.6%)で あった。

国家資格の認識 と 「脱臼」との関連(表4)で は,

「脱臼体験がある」 とする者は 「柔道整復師と鍼灸

師が共に国家資格者である」が,「脱臼体験がない」

者は 「柔道整復師は知っていたが,鍼 灸師は知 らな

かった」が高率であった{pくO.Ol)。

の 高校生の柔道整復師と鍼灸師のスポーツ外傷の

専門家 としての認識について

スポーツ外傷の専門家認識について,ス ポーツ外

傷は 「柔道整復師の専門的職務である」 とする認識

はe名{1α2%),ま た 「鍼灸師の専門的職務である」

とする認識は12名{2P%),「 柔道整復師は知ってい

たが鍼灸師は知 らなかった」とする者は15名{3.6%),

「鍼灸師は知っていたが柔道整復師は知 らなかr〕

た」とす る認識は10名(2.4%),「 いずれも知 らな

かった ・不明ユとする者は334名{80.go■,)であった。

学年別ではr1年 生」は鍼灸師の専門的職務が,

「2年生」は柔道整復師の専門的職務の認識がそれ

ぞれ高率であoた(pくG.05)。
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柔道整復師と鍼灸師のスポーツ外傷の専門家であ

る認識では,柔 道整復師がスポーツ外傷の専門的職

務であると認識 している者は,自 宅近くに 「接 骨院

と鍼灸院が1軒 以上所在 している」と認識 俵5)

している者が高率であった(PくO.01)。また,柔 道整

復師がスポーツ外傷の専門的職務として認識してい

る者は,柔 道整復師に 「いつもな りたいと思ってい

る」(表6)hS,一 方,鍼 灸師がスポーツ外傷の専門

的職務として認識 している者は,「な りたいと思った

時がある」(表7}がそれぞれ高率であった(p〈O.01)。

5)高 校生の自宅か ら半径500メ ー トル{徒 歩で10

分)以 内の接骨院 と鍼灸院の所在 と軒数について

「接骨院 と鍼灸院がそれぞれ1軒 以上ある」とす

る者は82名(19.9%),「 接骨院は1軒 以上あるが鍼

灸院はない1と する者は110名(箆6%),「 鍼灸院は

1軒以上あるが接骨院はない」とする者は8名(L9%},

「接骨院も鍼灸院もない」は69名(16.7%),「 所在

と軒数は分からない」 とする者は114名(34,9%)で

あった。

自宅から半径500メ ー トル(徒 歩10分)以 内に

1軒以上所在すると認識 している者は,接骨院は192

名(46.50/・),鍼灸院は90名(21.801・)であり,所在 ・軒

数 と情報には有意な関連がみられた。

6)高 校生の接骨院と鍼灸院に関する情報源につい

て

「家族や友人から接骨院結鍼灸院のことを共に聞

いたことがある」とする者は111名tz6,go1。),「家族

や友人から接骨院は聞いたことがあるが鍼灸院は聞

いたことがない」とする者は109名(26,4%),「 家族

や友人から鍼灸院は聞いたことがあるが,接 骨院は

聞いたことがない」11名 包7%),「 いずれも聞いた

ことがないiと する者は52名(12.6%),「 分からな

い」とする者は130名(31.5%)で あった。接骨院 と

鍼灸院別では,「接骨院は聞いたことがある」は220

名{5a3%),「 鍼灸院は聞いたことがあるj者 は122

名{2a5%),「 聞いたことがない ・分からない」は182

名(44.1%)で あった。

学年別では,1年 生は 「接骨院は聞いたことがあ

る」,2年 生は 「鍼灸院は聞いたことがある」,3年

生は 「分からない」hSそれぞれ高率であった(p〈O.01)a

接骨院と鍼灸院の所在 と軒数の認識と家族や友人

からの情報の関連を(表8)に 示 した。「自宅から

500メ ー トル(徒 歩10分)以 内に所在 している」

認識がある者ほ ど「家族や友人からの情報 があった」

者 が高率で あった(p<OOI)。

接骨院 と鍼灸院 に関す る家族や友人か らの 情報 と

筋肉損傷の体験 では,「家族や友人か ら接骨院や鍼灸

院を共に聞いたことが ある」(表9)が,ま た柔道整

復師 に 「な りたい と思 った時がある」(表10)が 高

率であった〔それぞれPくO.O".

7}高 校生の柔道整復師 と鍼灸師への志望 にっいて

柔道整復師については 「いつ もな りたい と思って

い る」は8名(1.9・fo),「 な りたい と思った時がある」

は30名(7.3%),「 思ったことがない」は271名

(65.6%),「 分か らない」は104名(25.2%)で あった.

学年別 では,1年 生は 「思ったことがないJ,2年

生は 「な りたい と思った時がある」,3年 生は 「いっ

もな りたい と思っている」hS高率であった(pくO.e5)。

クラブ活動別では,文 化 クラブ員は 「いつ もな り

たい と思 ってい る」,運動 クラブ員は 「な りたいと思

った時が ある」,ク ラブ無所属は 「分 か らない」が高

率であった(pくO.05)。

「鍼灸師」については 「いつ もな りたい と思って

いる」は2名(0、5%),「 な りたい と思った時がある」

は13名(3.1%),「 思 った ことがない」は286名

(㊨9.2%),「 分か らない」は112名(27.1%)で あった。

「いつ もな りたい ・な りたい と思 った時がある」

は,柔 道整 復師が38名{92%),鍼 灸師は15名{3.6%)

であった。

クラブ活動別 と柔道整復師への志望 の関連では

(表11),運 動 クラブ所 属者は 「な りたい と思った

ことがある」が,文 化 クラブ所属者 は 「いつ もな り

たい と思っている」が,い ずれ も所属 していない者

は 「分か らない」が高率であった〔PくO.05)。クラブ

活動別 と鍼灸師への志望 との関連は見 られなかった。

外傷体験別では,柔 道整復師にいつ もな りたい と

思っている者は,「脱臼の体験」がある者が高率であ

った(pくO.05)。

柔道整復師 と鍼灸師への志望 と接 骨院 と鍼灸院の

所在 と軒数の関連 を表12,表 工3に示 した。「自宅か

ら500メ ー トル(徒 歩10分)以 内に1軒 以上 ある」

と認識する者が,「いっ もな りたい」が高率であった

(それぞれpくO.05,pくO.05)。
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表4=高 校生の脱臼体験の有無と国家資格の認識

脱 臼 臼 無 分からない

柔道整復師と鍼灸師が共に国家資格
が必要であることを知っていた

柔道整復師は知っていたが,鍼 灸師
は知らなかった

鍼袋師は知っていたが,柔 道整復師

は知らなかった

いずれ毛知らなかった

分からない

12{26.7>

2(8.a)

5(12.8)

13(6.8)

8(フ.0〕

29(64.4)

23(92.0)

34(8フ.2)

169(889)

9{∋(86.0)

4(8.9)

O(O.0)

0ω.0)

8(4.2)

8(7.①

数値は実数,()は%を 示す。

表51高 校生のスポーツ外傷の専門的職務である認識 と自宅近 くの所在 と軒数の認識

桑道整復師は 鍼灸師は知っ
柔逝整復師は 磁灸師は知e知 っているが,て いるが.柔誼 いずれも知ら倉 分からない
知っている ている 鍼灸師は知ら 整復師は知ら かった

なかった オかった

接骨院と鍼灸院がそれぞれ1軒嵐上

ある

裡骨院は1軒以上ある』噸灸院はな

い

・鍼負院1掴軒以上あ看が接骨院はな

い

撞骨院も鰻灸院もない

分力・らない

15〈1S.3)

15(13・6)

1{t2.5)

5〔7.2)

6C4.2)

1(1.2)

4{3,6)

Ole.o)

4(5.e)

3(2.1)

4(4.助

5c4.5)

e(O.O)

3(4.3)

3C2.1)

3(乱7,

o(o.①

o・(o.ω

4(5,帥

3C2、1)

59(72、O}

efi(TS、2)

fiC75.o)

53(76.ε)

12臼(e巳 、駐}

o(o.o}

e(o、 ①

1〔12.5)

o(o、e)

t(o.7)

数値 は実数、()は%を 示す。

表6=高 校生のスポーツ外傷の専門的職務である認識 と柔道整復師への志望

柔道整復師は知っ 鍼灸師は知ってい桑道登復師」ま 鍼灸師は知って いずれも知らな
ているが、蝦灸価は るが,柔道整復師 分からない知

っている いる かった知らなかった は知らなかった

いつもなりたし、と思ウてい愚

なりたL、と思った時由{ある

思,た=と がない

分からない

4(5e.o)

9(30.O)

24(s、9)

5{4.8)

o(o.e)

o(o.①

le(3、7)

2〔1.9)

1(12.5)

2(6.7)

s{ae)

4〔3.8〕

O(0.O)

t(3.3)

9(3、3)

O(0.O)

2{25.o)

IB(60.0)

220{Sl.2)

92(s8.5)

1(12、5}

o〔o.o)

o〔a.o)

1(1.①

数値は実数,()は%を 示す。
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表7;高 校生のXポ ーツ外傷の尊門的職務である認識と鍼灸師への志望

柔道整復師は
知つている

乗道整復師は知っ鍼灸師は知って
ているが,鍼灸師はいる
知らなかった

鍼灸師は知うてい

るが,柔 道整復師

1知 らなかった

いずれも知らな
かった 分からない

いっもなりたいと思っている

なりたいと思うた時がある

思ったことがない

分からない

1(50.o)

2(15.4)

31(10.S)

s(7.1)

o(e.o)

2(15.4)

9(3.1)

1(e.9)

0(0.O)

O(O.O)

11(3.S)

4{3、6)

o⑩.o)

1(7.7)

9(3.1)

0(O.0)

1(50.O〕

フ(5コ.8,

226(79.e)

9S(87、5〕

o{o.o)

1C7.7)

o(o.o〕

1{e.9)

数値は実数,()は%を 示す。

表8:高 校生の接骨院や鍼灸院に関する家族や友人からの情報と自宅近くの所在と軒数の認識

接骨院と鍼灸院がそ 接骨院は1軒以上島る 鍼灸院は1軒以上勘る 按骨院も鍼蚤院もない

れぞれT軒以上ある が鍼灸院はない が接骨院はない
分からない

家怯や知人から接骨院や鍼蚤

院の二とを共に聞いたことがある

章櫨や知人から接骨院のことは

聞いたことがあるが,備 灸院のこ

と」ま聞いたことカ{ない

家躾や知入から鍛灸院のことは

聞いたことがあるが,接 骨院のこ
とIS聞いたことhtない

搬骨院や鋪灸院について,いず

れも聞いたことがない

41(36S〕

13{11.9}

4(36.4)

9C17.3)

24(21.6)

55(50、5)

21182)

1呈{23」)

4(3.6)

o{o.o)

1cg.1)

1く1.9)

25{2Z5)

19{17.4)

3(27.3)

13{25.0)

17(15、3)

22(20.2〕

1(9.1)

17(32.7)

分血、らなL、 15{11.5) 17{13.1) 2{1.s) 9{6.9) S7(66.9)

数値は実数,()は%を 示す。

表9:高 校生の筋肉損傷の体験の有無と接骨院岳鍼 灸院に関する家族や友人からの情報

肉 一 肉 無 分からない

家族や知人から接骨院や鍼灸院のこ
とを共に聞いたことがある

48{43.2) 58(52.3) 5(4.5}

家族や知人から接骨院のことは聞い
たことがあるが.鍼 灸院のことは聞L、

たことがない

家族や知人から鍼灸院のことは聞い

たことがあるが,接 骨院のこと1ま聞い

たことがない

27{24.8)

3(27.3)

71(65.1)

8(7z7)

11(10.1}

O(O.O)

接骨院や鍼負院について、いずれも聞
いたことがない

7(1乱5) 3S〈73.1) 7(13.5)

分からない 27(20.8) 86(662) 17(13.1)

数値は実数,{)は%を 示す。
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表10:高 校 生 の接 骨院 ・鍼灸院 に関す る家 族や 友人 か らの情報 と柔道 整復師へ の志望

家族や知人から催骨院 憲躾や知人から鍛灸院家族や知人から接骨院 接骨院や雌亜院につい
のこと性聞いたことがあ のことは聞いた=とがあや鍼曼院のことを共に て

,いずれも聞いたこと∬ 分からないるカく
、龍灸院のことは聞 看が.接骨院のこよは聞聞いたことがおる 心い
いたことがなし、 いたこと毒信なし、

いつもなりたいと思,て い愚

なけたいと思った時がある

患ったことがない

分毒、らない

6(75.o)

16〔53.3}

6s〔25」)

21く20.2〕

1〔12.5)

馴26.7}

83{{30.6)

17て16.3)

1(12.帥

2(6.7)

フ(2.帥

1C1.0)

a{o.e〕

O(e.e)

50(19.5,

2(1.帥

o(o.e)

41偲.3)

63{232)

63舶o.6)

数値は実数,()は%を 示す』

表11:高 校生のクラブ活動と柔道整復師への志望

運動クラブ 文化クラブ
いずれも所属

していない

いつもなりたいと

思っている

なりたいと思った時

がある

思ったことがない

分からない

7〔S7.5)

30(100.①

201(742)

72(G9.2)

1(12.5)

0(O.O)

29GO.7)

s(7J)

0(0.O)

0(O.O)

4、1(15.1)

24(23.1)

数値は実数,()は%を 示す』

表12:高 校生の自宅近くの所在 ・軒数の認識 と柔道整復師への志望

撚 騰 驚 接雑竸撮←る螺謬繍 雛㌔鰍撒 院伽 分 からなL、

いつもなりナヒし、と思っτいる

な りたL、と思った 時が あ益

思ったこと∬なし、

分からな い

3〔37.5)

8(26.7)

52c192)

19(18.3)

3(37.5}

11く36.フ)

7S{2S.S)

le(17,3)

1(T2.5)

1{3,3)

5(1,B)

1(1血)

1(12.5)

5(16.7〕

53〔19.6)

10{9.6)

O⑩.O)

5{16.7)

臼3(3軌6)

56(53.日)

数値は実数,()は%を 示す。

表13=高 校生の自宅近くの所在と軒数の認職 と鍼灸師への志望

撚 鴇 緊 接膿 鵡 辮 る鍼繰 劃麟 欝 接骨院撒 齢 ・ 分からない
いつもなりたいと思,て い愚

なりたいと思った時がある

思ったことがない

分からない

1〔50.O)

3(23,1)

57(19.9}

21{1S.8)

0(O.①

3(23.1)

86(30.1)

21{1s.8)

o(o.e)

1(7.刀

了(2.4)

o〔o.e)

e(O.O)

1(7、7)

与5(19,2)

13{11.6)

1{SO,0)

5(3s.5)

81{28.3)

57(50.9)

数値は実数,{)は%を 示す。
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接骨院と鍼灸院に関す る家族や友人からの情報 と

高校生の志望の関連表(表14,表15)か ら,接 骨

院と鍼灸院に関す る家族や友人から情報がある者ほ

ど,柔 道整復師や鍼灸師に 「いっもなりたいと思っ

ている」が高率を示 した{それぞれPくO.05,PくO.Ol)e

柔道整復師と鍼灸師への志望にっいては,柔 道整

復師(鍼 灸師)に 「いつもなりたい」と思っている

者(表1$)は 鍼灸師(柔 道整復師)に もなりたい

が高率を示 した(そ れぞれpく0.Ol,pくO.Ol)。

柔道整復師 と鍼灸師が 「共に国家資格を有する専

門職である」 と認識 している者は,柔 道整復師 ・鍼

灸師に 「いっもな りたい」力塙 率であった 俵17,

表18)。

表14=高 校 生 の接 骨院 や鍼灸院 に関す る家族 や友人 か らの情報 と柔道整 復師へ の志望

家挨や知人から接骨院 家族中知人から鍼負院家該や知人から控骨院 接骨院や雛灸院につい
のこと性聞いたことがあ のことは聞いたこと雌あや雛蚤院のことを共に て

、いずれも撮いたことが 分からない石∬
,飯蚤院の=とは聞 る泄.授骨院のことは聞聞いたことがある ない
いたことがない いたことカ{ない

いつもなりたいと屈っている 6c75.o) 1(12.5) 1(12.5) O〔0.O〕 O(0,0}

tsリたいと思ot時 がある 16(53.3) S{26.7) 2(6.7) o〔o.o) 4{13.3)

思 ったことがない 6S(25.1) 83(30、6) 7(2.6) 50{1日.5} 63tZ32)

分からない 21eo.2) 17(t63) 1{1.O, 2Cl、9) 筍3(60.6)

数値は実数,()は%を 示す,

表15=高 校生の接骨院や鍼灸院に関する家族や友人からの情報と鍼灸師への志望

家族や知人から接骨院 家族や知人から鍼灸院家]廣や知人から接骨院 接骨院や鍼灸院につい

の=とは聞いたことがあ のことは聞いたこと雌あ牛鍾蚤院のことを共1: て
,し、ずれも聞いたことが6が

,鍼垂院のこと1ま聞 るff,接骨院のことは聞聞いたことがある ない
いt:ことffない いt:とhtな い

分からない

し、つもなりたいと里・コてい喝 1(50.0} e{O.O) o{o.o} o(o,o) 1(50.0〕

なりたいと思った時由{ある 6(4島2〕 3(23.0 1(7.7〕 o(o.o) 3(23.1)

思ったことがなし、 so(2s,o) es(3es} 7(24) 52(18.2) 59{20.6〕

分からない 24(21、4) IS(16.1) 3(z7) O(0.O) 67{59.帥

数値は実数,()は%を 示す。

表16=高 校生の柔道整復師と鍼灸師への志望

柔道整復師にいつも 柔道整復師になりた 柔道整復師に思った

なりたいと思っている いと思った がある ことがない
分からない

鍼灸師にいつもなり

たいと思っている

鍼灸師になりたいと

思った時がある

鍼灸師に思ったこと

がない

分からない

1(50.o)

2(15.4)

2⑩.7)

3(2,7>

o⑩.o)

8(61.5〕

16(5、6)

6(5.4)

1(50.o)

3(23.1)

259(90.6)

8(7J)

o(o,o)

o(o,o)

9(3.1)

95(84.8)

数値は実数,()は%を 示すb
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表17:高 校生の国家資格を有する医療の専門職としての認識と柔道整復師への志望

柔道整復師と鍼灸師力{柔 道豊復師は知ってい

些に国獄資格が必要で たが.鋸灸師は知らな

おることを知,ていた かった

鍼負師は知つていた

が,柔道整復師は知ら いずれも知らなかった

なかった

分からない

いつもなりたいと思っている

なりたいと思った時 め{ある

思ったことがない

分 からなし、

5(62.,5)

13{43.3,

23{8.5)

4〔3.巳}

oce.o)

3(10、O)

19(zo)

312.9)

O(O.O)

0⑩.O)

33}(1且.2)

ε伍 臼〕

2(25.0)

9(30.O)

145(53.5)

34(32.7)

1"Z5)

5(16.7)

51Clss}

57〔54s)

数値は実数,()は%を 示す。

表18=高 校生の国家資格を有する医療の専門職としての認識と鍼灸師への志望

柔道蛙復師と鎌灸師が 柔道豊復師は知oて い

共に国家資格が毒要で たが.鍼 魚価1よ知ら巷

品・喬ことを知,て いた かうた

鍼灸師は知っていた
郁,柔 道聾復師は知らL、 ずれ蜘 らなかった

なか窄た

分からない

いつもな りたいと思っている

なりたいと思った時が島る

思ったこと邦ない

分からない

1{500)

5c38.5)

33{11.5}

6(5、4〕

O(O.O)

o(o.①

2e(7.D)

5(4.5)

o(o.o)

1(7.丁)

33(11.5〕

5(4.5)

o(o.e}

6(4s2)

14s{51.フ)

36(32、1)

1(50.o)

1〔7.7}

52c18.2)

GO(53.6)

数値は実数,()は%を 示す。

考 察

D高 校生の骨折 ・脱臼 ・打撲 ・捻挫 ・筋肉損傷の体

験 と治療機関について

高校生の外傷 と傷害に関 しては種目別(柔 道 ・ラ

グビー)外 傷 ・その傷害部位の報告13'leがみられる

が,本 研究の対象である文化系 ・運動系のクラブ活

動所属を含めた,い わゆる進学校の一般高校生の現

在までの外傷体験 と治療機関での治療の報告は少な

いゆ

本調査において外傷体験者は捻挫(69.50■,),打撲

(68,3%),骨 折(404%),筋 肉損傷(27.lele),脱臼(9.7%)

であ り,高 校生の外傷は捻挫 ・打撲が7割 弱で,次

いで骨掠 約4割 の体験者が高率であることが理解

できた。しかもこれ ら5つ の外傷体験者の間には有

意な関連がみられたことは,1つ の外傷の体験者は

他の4つ の外傷も体験することを意味 し,外 傷の頻

発傾向がみ られた。特に外傷体験において注 目すべ

きは男子に骨折 と捻挫が多いこと,2年 生に骨折 ・

脱臼 ・打撲 ・筋肉損傷が多いこと,運 動クラブ活動

所属の者は骨折 ・脱臼 ・打撲 ・捻挫 ・筋肉損傷が多

かったことである。これ らは女子より活動性の旺盛

な男子が,1年'3年 より中間学年である2年 生が,

文化系より運動部所属の高校生がより多く外傷体験

をしていることを意味するが,詳 細の分析は今後の

課題としたい。

高校生の外傷の治療機関については.整 形外科,

接骨院 鍼灸院で多様であるが,完 治まで通院 した

医療機 関(1つ の医療機関で完治)は 整形外科

(31.0%),接 骨院(10.go/・),鍼灸院(O.2%)で整形外科

に対する接骨院 鍼灸院の比率は約3対1で ある。
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外傷によっては整形外科,接 骨院,鍼 灸院の3つ の

治療機関での治療 した者は約114{25.2%}で あった。

これらは脱臼・筋肉損傷 ・骨折は整形外科へ,捻 挫 ・

打撲は接骨院 ・鍼灸院での治療が一般化(骨 折 ・脱

臼は医師の同意書が必要)し ているのではないかと

考えられる。 しかし高校生が外傷治療に際 して,接

骨院が治療に関わる率は39.OOIo,鍼 灸院が治療に関

わる率は28.4%で 比較的高く,接 骨院や鍼灸院が高

校生をはじめ,広 く国民に親 しまれている治療機関

であることは論を待たない。

治療機関に関して性別,学 年別に違いがみられ,

男子は接骨院と鍼灸院が,女 子は鍼灸院が,ま た1

年生は鍼灸院が,2年 生は整形外科,接 骨院 鍼灸

院が,3年 生は分からないが高率を示 したことはさ

らに検討を要する。

「捻挫 ・筋肉損傷J体 験 と 「整形外科,接 骨院,鍼

灸院」での治療に関して有意差が認められたことは,

高校生は捻挫 ・筋肉損傷に関する治療機関は整形外

科,接 骨院,鍼 灸院で治療 したことを意味 し,こ れ

らの外傷は治療者にとっても患者にとっても回復瀕

困難で実感できない外傷であり,治 療が難 しい外傷

であるのではないか と考えられる。

幻 高校生の柔道整復師と鍼灸師に関する国家資格

の認識及びスポーツ外傷の専門家意識について

高校生の柔道整復師が国家資格者である認識は

16.golo,鍼灸師では20.3%で 低率あり,「分からな

い ・知らなかった」が73.60thで高率であっtCb柔 道

整復に関しては,2003年 の柔遭整復白書tSに おけ

る一搬 住民295名 を対象 とした調査では,「柔道整

復師が国家資格であることを知っているか」の質問

に対 して,知 っている者は51,40fO,知 らない者は

48.6%で あったが,年 齢別に見ると調査結果で最 も

若い20歳 代で知っている25.0%で あったと報告 し

ている。本調査の対象はそれよりも若い高校生を対

象 としたが,さ らに低い国家資格認識であった。 こ

のことは,若 い世代において接骨院は柔道整復師,

鍼灸院では鍼灸師の国家資格を持って開業 している

ことの認識が低いことを意味 している。特に,柔 道

整復師に関 して,rほ ねっぎ」・r接骨」・「整骨」とい

う多様な名称の存在すること等ボ国家資格の認識が

低い原因の1つ であるとも考えられる。これらの名

称とその認識の問題は、柔道幣復師としての伝統

的 ・歴史的 ・法律的経過 と,国 民に長く親 しまれて

いる社会的評価か ら,大 学等の養成機関や業界が国

民 〔高校生を含む)を いかに啓蒙 し,国 家資格を正

しく認識 させるかが重要な課題であると考えられる。

特に柔道整復師の国家資格の認識に関 して「脱臼」

の体験者に国家資格の認識が高かったことは注目に

値する。

高校生の柔道整復師 と鍼灸師のスポーツ外傷の専

門家としての認識については,国 家資格への認識 と

同様に低率で 柔道整復では13-8%,鍼 灸師では

且3%,「 共に認識 していないiは804%で あっtte

このことは,中 学や高校での運動クラブ活動や競技

会等でのスポーツ現場において活躍 しているスポー

ツ トレーナー(ア スレティック トレーナー)の 多く

が柔道整復師や鍼灸師であることが高校生の認識で

結びついていないことが考えられる。

柔道整復師や鍼灸師の 「スポーツ トレーナー(ア

スレティック トレーナ→ 」の分野は新 しい軒 『的業

務 として,ス ポーツ団体に浸透 しつつある。柔道整

復師と鍼灸師の守備範囲は特に運動系の外傷の治療

と予防であり,本 来の専門職性と密接に関わってい

る。

特に学年別で1年 生では鍼灸師hS,2年 生では柔

道整復師がスポーツ外傷の専門家としての認識が高

かったが学年による違いは今後詳 しく検討を要する。

3)高 校生の接骨院 と銭灸院に関する家族や友人か

らの情報源 と自宅から500メ ー トル以内の接骨院

と鍼灸院の所在と軒数について

家族や友人から聞いたことがあるとする者は接骨

院53.3%,鍼 灸院29.501eであり,500メ ー トル以内

に1軒 以上所在 している認識を持っ者は,接 骨院

4B.5%,鍼 灸院21.8010であったa

近年,小 ・中学生が減少 し自宅や地域周辺での 「遊

び」漆少なくな り,小 ・中 ・高校生の自宅や周辺の

地理的認知が不十分であ り,そ の所在が十分に認知

されていないと考えられる。このことは自宅周辺の

接骨院 と鍼灸院の所在と軒数 と家族や友人からの情

報が多く密接に関連 していることからも理解できる。

接骨院や鍼灸院は地域周辺にこそ情報の発信が必

要であると考えられる。また同時に,養 成校 伏 学 ・

専門学校)と して,ま た業界 として,こ の現実を深

刻に認識する必要があることを意味する,特 に筋肉
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損傷の体験者は,家 族や友人からの情報が多かつた

こと,柔 道整復師になりたい志望が高いことは注目

すべきである。

特にスポーツ愛好者や学校内外の運動クラブ活動

等での怪我が多いと考えられる若剖 高校蜀 に対 し

て,柔 道整復師や鍼灸師が外傷の国家資格者である

こと,地 域に積極的に情報を提供すること,1人 の

地域住民として貢献すること等を通じてより良い理

解を得ることができるものと考えられる。

の 高校生の柔道整復師と鍼灸師への志望について

高校生が柔道整復師 ・鍼灸師に 「いっもな りたい ・

な りたいと思ったことがある」者は柔道整復師志望

(9.20/o),鍼灸師志望(3.60■o)であり,普 通科 ・進学校

とはいえ極めて低率であると言える。志望に関 して

学年別,ク ラブ活動別に違いがみ られたが,そ の詳

しい背景要因は今後の検討が必要である。

高校生の志望に関して,脱 臼の体験がある者,自

宅から500メ ー トル以内に接骨院と鍼灸院漆1軒 以

上あることを知っている者,家 族や友人から情報が

ある者,柔 道整復師と鍼灸師が共に国家資格を有す

る専門職であることを認知 している者が 「いつもな

りたい ・なりたいと思ったことがある」が高率であ

った。 これらは外傷の体験時の柔道整復師や鍼灸師

の入柄 ・治療対応 ・印象,接 骨院 と鍼灸院が身近な

存在であること,家 族や友人からの多くの情報があ

ること等が高校生の志望に影響を与える重要な要因

であることを意味 している。そ してこれ ら志望する

高校生は柔道整復師と鍼灸師のダプルライセンス取

得を望んでいる。同時にアスレティックトレーナー

がスポー・ツ外傷の専門家であることを認識 している

者ほど 「いつもなりたい ・なりたいと思ったことが

ある」とい う認識を有 していることは注目すべきで

ある。

我が国の高齢 ・少子社会の状況を考えると,国 民

医療の重要な担い手である柔道整復や鍼灸の専門職

として存在と意義は大きいと考えられる。これらの

社会的な背景と認識の背景から養成校{大 学 ・専門

学校)に おいては,優 秀で意欲的な学生を求めなけ

ればならない。 これらの学生に対 して,大 学(専 門

学校)は 教育の充実と研究できる能力を高めダブル

ライセンス取得に対応するとともに,医 療職として

の使命感 ・倫理観の育成や全人教育の方途の検討 も

必要 である。さらに柔道整復や鍼灸を 「術から学へ」

と深化するために,大 学院設置(柔 道整復学博士 ・

鍼灸学博士)に よる専門職性の確立,研 究能力と研

究者の育成が欠かせない課題である。

現在,柔 道整復師や鍼灸師の養成校(大 学 ・専門

学校〕へ入学する学生は,男 子が女子に比べて多い

が,男 女 ともにスポーツを愛好し,ス ポー一ツ トレー

ナー ・柔道整復師 ・鍼灸師の国家資格の取得を望む

学生が多い。これ らの職種は性差による適性は存在

しない。女子の志望 ・入学を期待 したい。

高校生の柔道整復師(接 骨院 と鍼灸師(鍼 灸院}

に対する認識 とその体験を通 じて,現 役高校生の国

家資格への認識,ス ポーツ外傷の専門家としての認

識,高 校生と取 り巻く家族や友人からの情報,地 域

おける接骨院と鍼灸院の所在 とその軒数,そ して現

役高校生の柔道整復師 ・鍼灸師への志望等を検討し

たが,柔 道整復師や鍼灸師の専門職の将来性 とその

魅力をいかに知 らせるか,ま た社会的 ・医療的存在

としての価値と意味をいかに知らせるか,さ らにこ

の専門職を通 じていかに自己を実現 していくか,い

かに多くの学生に人生の夢と希望を与えるかの情報

を提供することが重要な課題である。

特に高校生に対 して,科 学的 ・理論的知識の応用

の独占を法的に認められた柔道整復師と鍼灸師の専

門職の機能を議論するとき,次Q6っ の視点が必要

であると考える。

1)職 務の自立性はあるか(素人の知識と技術を超越

した科学的知識と技術 とその応用が必要であるこ

と)。

2)高 度の教育を受けているか(専門職は科学を基礎

に した高度の教育(大 学 ・大学院)と 研究能力を備

えていることが必要であること)。

3)広 い視野 と教養があるか(科学とその応用は広い

視野が必要であること).

の 組織の団結はあるか 〔専門職が共有する学術組織

を持 ち,外 部の圧力,干 渉を排除 し,地 位身分を組

織により防衛 ・擁護することが必要であること)。

5)非 代置性を有しているか(専 門職は素人や他人に

より代行 ・交代できないので,業 務の高度化 と細分

化に対応すべき研究能力が必要であること)。

6)高 い威信 と公的責任を有 しているか(社会的責任

と倫理観の確立,献 身的 ・利他的倫理観 を有してい
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ることが必要であること。同時に専門職としての高

い社会的評価を享受する必要 があること)、

18歳 年齢の減少 と大学全入時代の中で,い かに意

欲的で優秀な学生を入学させ,専 門的能力を有する

学生を社会に送 り出すかには,多 様な戦略 とその対

策が必須である。そのための1つ の方途として,優

秀で意欲的な学生に対する奨学制度の確立や医療の

グローバル化の視点か ら長 ・短の留学制度を通 じて

諸外国の関連類似業種であるChiropraCtic,

Podiaby,AcupunCture,Phy醜otherapy,

0帥gopathy,Mas…sage,Athletic・tminer等 の理解 と

国際比較を研究する国際交流事業を積極的に進 める

ための派遣制度を確立することが必要であると考え

られる。

要 約

関西地域に所在する高校生413名 の柔道整復師と

鍼灸師に対する認識 とその体験について 「無記名質

問紙1に より調査 し,以 下の結果を得た。

D高 校生の現在までの体験は,骨 折(40.4%),脱 臼

(9!ア%),打撲(683%),捻 挫(69,5%),筋 肉損傷く27.1%)

であり,そ れぞれ相互の体験には有意な関連が見ら

れた。

勿 高校生の骨折 ・脱臼 ・打撲 ・捻挫 ・筋肉損傷の治

療機関は整形外科のみでの治療は31.0%,接 骨院の

み治療は10.9%,鍼 灸院のみでの治療は0.2%,整

形外科 ・接骨院 ・鍼灸院での治療は25.2%,治 療 し

たことがない ・わからないは274%で あった。

3)高 校生の国家資格の認識は柔道整復師(lag殉,

鍼灸師(2α3%),知 らなかった(7a6%)で あった。ま

た脱臼体験者には国家資格の認識の違いがみられた。

4)高 校生の柔道整復師と鍼灸師のスポv-一ツ外傷の

専門家としての認識は,柔 道整復師(13.8e/,),鍼灸師

(5.30■・),知らなかった(80.9%)で あったp自 宅の近く

に接骨院や鍼灸院が1軒 以上ある者はスポーツ外傷

の専門家認識が高率であった。

5)高 校生の自宅から50⑪ メー トル以内に1軒 以上

の接骨院や鍼灸院の所在認職 率は,接骨院は4B.5%,

鍼灸院は21.8%で あった。

6)高 校生の接骨院 と鍼灸院に関する家族や友人か

らの情報は,接骨院を聞いたことがある者は53.3010,

鍼灸院を聞いたことカSある29.5%な どであった。ま

た自宅近くに所在 していると認識 している者ほど情

報が多かった。さらに情報を受けている者ほど柔道

整復師や鍼灸師に 「なりたいと思っている」者力移

かった.

7)高 校生の将来の志望(「いつもなDた い」または

「な ウたいと思った時那ある1)は ,柔 道整復師

(9.2%),鍼 灸師(3.6%)で低率であった。柔道整復師

に 「いつもなりたい」と思っている者は 「脱臼体験

者」であった。自宅の近 くに接骨院と鍼灸院が所在

する者はいつもなりたいとの志望を持っている。

将来,柔 道整復師や賊灸師にな りたい高校生は,

国家資格としての認識,ヌ ・ポーツ外傷の専門家とし

ての認識や情報に影饗 され,ダ ブルライセンス取得

を望んでいる。

以上の結果,高 校生,い わゆる進学校の高校生は

外傷の体験 が多いにも関わらず柔道整復師や鍼灸師

への志望は極めて低いことが理解され起 高校生の

進路や大学での養成に関して,大 学や業界はこれら

の認識 に基づき社会的 ・医療的意味 ・評価をいかに

高めるか,ま たいかにこの業種が使命感 と倫理観を

持った魅力ある職種にすべきか,さ らにいかに専門

的知識 ・技術 と研究能力を持った学生を育てるか等

を検討することが必要である。特に,国 民から信頼

される柔道整復師 ・鍼灸師であるべき資格内容をい

かに 「術か ら学へ(研 究による科学的根掴 」を重視

するかが大切である。 これらの手がかりとして,国

際的類似業務の研究(留学等による)やスポーツ トレ

ーナーの専門職性との関連から魅力ある職種にする

必要があると考えられる。
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柔道選手の減量時の体重、体組成、筋力の変動に及ぼす

大豆ペプチド投与の影響

村松成司1、中川雅智2,松 下亜由子3、服部 洋見4、服部祐 見5、安藤啓2、馬 場俊 充6、

1千葉大学教育学部
、2千葉大学大学院人文社会科学研究科、3相模女子大学、4愛知工業大学経営情報科学部 、

5東海学園大学経営学部
、s不二製油株式会社

Effectofsoy-peptideadrninistrationonchangesofbodyweighちbody

compositionandmusclestrengthduringweightreductionofJudoplayers

ShigejiwwTsul,M蜘m。NAKAGAWバ,A脚MATSUSHITA',Y・jimr「0】 ぜ,

Y可iHATTORI5,AkhaAND()2,a皿dTo由imitsuBABA6

里F・。呵 。fEdu。ati。n
,ChibaUniversity,℃ 皿d岨t・S・h。 。1。fH・maniti…ndS。 。i・IS。i・nce・,Chib・Univ・ 晦,

3SagamiWomen'sUni鴨rsity
,'AichiInstituteefTechrtology,5TokaiGakuenUniversi重y,6珂iOilC{LLtd.

Abstract

Thisstudywasundertakentoinvestigatetheeffectofsoybeanpeptideadministrationcrnchangesofphysique

{mdathleticabilityduringweightreduction(wR)OfJudoplayers.TwelveactiveJudoplayerswere{五videdi皿to

丘〕urgroup8=s〔 哩be呂 皿peptidegroup(P:n・=3),50ybea皿prot{∋ingroup(S=n」3),carbOhydrategroup(C=n=3)and

controlgroup(U:n=3).ResUltsobtained丘omthisst岨dywe祀asfbllow5.

(1)Theave珀gedecrementofbodyweightinthethreedietgroups(n=9}wereabout5%for6daysofweight

reduCtion,Therewerenesigni五cantdi丘er㎝ 、ceofk}ssofbOdyweightamongeachdietconditiongroups.

(2)Signi丘cantlo580fskinfoldthicknessinallpartswer¢obS師edina11WRgroup8.Th{liossofskjnfold

thidlmessinPgrellpseemedt{〕bdargertha皿twoothergroups,butwithno5ignjficance.

(3)Body趾massdecr已asedbyweightreduCtioninallWRgroupsbutnosigni五cantd置ferenc¢sfoundamo㎎

eachWRgroups.Thete皿den{ryw且80bseivedthat廿1elossofbody趾massinPgroupweτeaIittlehigherthan

othertvvoWRgroups.

(4)Thedecr田5已50fg舳werefoundinducedbyWRbutthe巴 丘 贈ofprotein50urce5werenotb電md.

(5)PhysicalabilitiesinPgroupss丘gnifica就1yincrea5edbutthos∈ 廿1Cgroupra廿 正lrdecreaseda丘erWR.Tlle

varienceofm曲tiiiraianaerobicpowerinPgroup且 丘erWRwa駐significntlyhigherthanthatinSgroup(pく0.05).

(6)Theresultsofrespiratoryqロo廿entandU㎡naryketonebodyexeretionseernedtosuggest吐ratfattyacid

oxidationwasacceleratedmorebytakj皿9proteindutingwR.(J.sportSci.osteo.Thera.,15(1)115-24,

Septernper,2013)

K砂w(XtlS=柔 道 選 手σedoPlayers〕 、減 量svveigtitredtxtion>、 大 豆ペプチド(Sey-peptide)、 筋 力(MtssClestrength)、 嚇 鍼

働 ㎝ 叫舳 価㎝)

1.序 論

柔道に階級制が導入されたことにより体重の軽い選

手も国際的に活躍できる機会が多くなった。柔道人口

も増え、また同時に早期から階級制スポーツが盛んな

欧州へと広められたことにより、柔道は国際的なスポー

ツとして世界に認められることとなった。しかしながら、

階級制の導入は体重無差別を主として始められた柔

道に体重を階級内1こ掬えて競技をしなければならない

制約が発生し、強制的に体重を落とす行為、いわゆる

減量問題が柔道選手 に新たに課せられることになっ
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た。選手は本来の競技に加え、減量問題をいかに克

服するかが大きな課題となってきた。これまでも無理な

減量を行ったことにより体調を崩し、競技の成績だけで

なく、選手としての生命をも断念せざるを得ないケース

も少なからずみられている。また、鯉謀な減量方法を行

ったことにより死亡事故にっながづた事例も報告されて

おり、階級制スポーツにおいては減量に対するより一

層慎重な対策が求められている.

体重を意図的に減少させるためには基本的に身体

に対して摂取と排泄のバランスを"摂 取く排泄"に す

れば可能である。日常生活においては摂取と排泄の

バランスは釣り合っており、体重が維持されると同時に

あらゆる生体諸機能が有効に活用され、最高のパフォ

ーマンス発揮が可能となっている
eしかLな がら、意図

的に減量するということは、摂取を制限し、排泄を強引

に促進することになる。つまり、必要な栄養素、水は摂

らず、身体に必要な水分は排泄することになり、栄養

不良と脱水症状が同時に発生した状態であると考えら

れる。いわゆる、咄 場するための減量」であり、「勝利

するための減量」ではありえない。

スポーツ選 手の減量は可能な限リパフォーマンスの

発揮が確保された上での減量であることが条件であり、

そのためには、「摂取の制限」と「排泄の促進」をうまく

コントロールすることが必要となる。これまで報告された

減量研究においても、体重減少量、減量期間を考慮し

た上で、「摂取(食 事}」と「排泄(運 動}」を活用していく

ことが重要であることが共通して指摘されている。

近年、多くのスポーツ競技において栄養対策が熱心

に行われてきている。選手の体調管理に、競技力向上

に栄養対策が重要であることが認められはじめ、合宿

や大会などのスポーツ現場に栄養士が帯同している事

渉報じられている。減量は食事管理と併せて指 導され

る事が多く、階級制スポーツに帯同している栄養士の

重要な仕事の一っとなっている。

一般的に減量をする場合の食事は量的に減少させ

なければならない。食べられないことは、絶対的な栄養

素の不足だけではなく、食べられないことに対する心

理的なストレスとの戦いが始まる。これらは普段の身体

的、心理的なポジティブ面は抑え、パフォーマンスが低

下することは避けられない。そこで、食事の量的制限が

避けられない場合には、当然、質的な面 に注 目して、

減量対策を工夫することが必要である。

道明らは「競技能力の低下を落とさずに減量するに

は除脂肪体重の減少を挿えることがポイントになると考

えられ、そのためにはタンパク質の供給が不可欠であ

る」と報告しているO。著者らは、骨格筋におけるエネル

ギー代謝,タ ンパク質代謝における分岐鎖アミノ酸(イ

ソロイシン、ロイシン、バリン)の役割に注 目して減量実

験を行い、分岐鎖アミノ酸投与が柔道選手の減量時の

除脂肪体重の維持(減少の抑制)、体脂肪の減少促進

および運動機能 に好影響を与えたことを報告した2}。こ

のように減 量時の食事内容.特 にタンパク質の摂取が

減量による運動機能の低下を最小に抑えること溺観察

されたが、タンパク質の質的な違いについてはスポー

ツ選手の減量時においてこれまで検討されていない。

そこで、今回、減量時のタンパク質供給源として大

豆タンパク質と大豆ペプチドの効果を比較検討するこ

とにした。大豆ペプチドは大豆タンパク質を酵素的に

加水分解して得られた比較的短鎖のタンパク質で、摂

取後非常に速やかな吸収パターンを示し、水溶性 の

粘度が極めて低く、運動後によくみられる酸性pH領

域においても高い溶解性を示すなどの特徴を有してい

る]S"6)。機能的な報告としては、小松らは肥満治療とし

て減量を行わせる時に大豆ペプチドタンパクを補肋食

品として用いることにより、タンパク質の栄養状態の低

下を防ぎ、脂肪燃焼効果が高まる傾向を報告した呂川。

また、減量時な どに見 られる低エネル ギー摂取誘

導の基礎代謝の抑制がペプチ ドタンパク質投与に

よ切改善されることを報告 したO。 これ らは、減量

時の脂肪酸燃焼を促進し、基礎代謝量低 下を改善し、

結果として体組成の改善をもたらし、減量による競技力

低下を最小限にとどめることが期待される。

il.実 験方法

L調 査対象

被験者は現役大学柔道都員12名 を用いた。その

身体的特徴を表1に 示した。これら被験者を大豆ペプ

チドタンパク食群(以下P群)、 大豆タンパク食群(以下
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S群)、 炭水化物食群{以下C群)、 そして食事制限は

なく、練習および測定は他の群と同様に行った対象群

(以下U群)の4群 に分けた。なお、減量に対するタン

パク質摂取の効果について検討するためにP群 とS

群を合わせてタンパク質摂取群として扱い、以下T群

(n=6)と した。さらに、減量による影響について検討

するために減量3群 を合わせて減量群として扱い、以

Tab1∈1,Ageandphysic且lchar且ctεristicsOfsubjectS.

Gr. No.
Age

Or8)

一

BH

(om)

BW

(Kg)
BMI

P

1
122

177 75 239

2 20 177 92.6 29.6

3 19 1呂3 go.8 27.1

S

4 19 169 64B 22.7

5 21 173 6乱3 22.8

6 21 175 73.7
一

24.1
一一

C

7 21 178 82ユ 25.9

8 21 176 70.6 22.8

9

一

20 164 55.4 20.6

u

10 22 179 79五 248

1-11 20 168 73.7 26.1

12 21 174 76.6 25β

P=Sqア ーPeptidegroup,S=Sqyproteiロgroup,

C:Carboinydrategroup,U=Usualdietgroup,BH:BOdy

heighちBW=BOdyweighちBMI:BOdymas$

血d已x(BW(kgYBH(m)^2).

Table2.P」roteinandenergyconte皿tineachexperirnental

diet.

Expe血 εnt且l

Diet
Pmtε 血(宮)

lEn・ ・即

(猛oa1)
一

Pdiet

SPP 40

1500

0血er3 242
1

Sdk…t

3P

1

40

1500

Othεr5 242

Cdiet
SPP・SPI o

1500

Other8 25.8
一

P=Soy・P已ptidegroup,S:So)rpretei皿gmup,C=Cafbohydrate
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下W群(n=9)と した。

被 験者 はいずれも日常週4日 、1日2時 間の練 習

を行 ってお り.柔 道 にお いては熟 練者 であると考えら

れる。

2.調 査期間

実質 の減量期間は6日 間とし、前後の2日 間 は形

態および運動機 能の測 定 日とした。この減量 期間はこ

れまで に報告 された柔道選 手の減量詞 査の結果 に基

づいて設定した2・1'`u)。減量期 間中、P群,S群 、C群

の被験者 には決 められた実験食 を与え、U群 は通 常

の食事 を取るように指 示した。期 間 中の生活 につ いて

は、練習以外 は比 較的穏 やかな生活 を過ごすように指

示 した。練 習 内容 についてもできる限り個人差 が生じ

ないように、同一メニューを設 定した。

3.実 験食内容

減量食の内容を表2に 示 した。食 品は 日常生活 に

近い形 で比較 的容 易に一定 量を摂取 できるものを用

いた。P群 には6日 間大豆ペプチドタンパクを一定量

含む飲料 を1日4本(朝 食時 、昼食 時、夕食時 、夜 食

時)与 えた。S群 にはP群 の大豆ペプチド投与量と同

量の大豆 タンパクの粉 末を与えた。それ以 外のタンパ

ク質源 としてタンパク質供 給サプリメント、卵 を一 定量

両群共通 に与えた。C群 には食パン、マーガリン、サ

イダー一、クッキー等を与え、エネルギー摂取 量をP群x

S群 と同じになるようにした。さらに、減 量群である3群

{P群 、S群.C群)に は補助 食 品としてビタミンCサ プリメ

ント、鉄剤 サプリメントを与 えた。その他 、1日2回

{昼、夕)、野菜サラダ(レタス、トマト、キュウリ、プロッコリ

ー 、もや し)を一 定量与 えた,こ れら減 量食 によるエネ

ルギー 摂取量は3群 ともに1日1500kca1と なるようにし

た。減 量期間中のエネルギー一摂取量 は高橋らの報告U)

と比較 すると比較的 緩やかな制 限食 であると考えられ

るが、柔道選 手の通 常のエネルギー消費量から考える

とかなり不 足な状 態であると考えられ る。タンパク質摂

取量は1日P群 、S群 は54.2g、C群 は25,8gで あ

った。P群 のタンパク質源 には大豆ペ プチドタンパ ク

質409が 含まれ ており、これはタンパク質摂 取全量の

r3.8%に あたる。他 の2〔}.2%の タンパク質 はタンパク質

を含 むサプリメント、卵等 に由来するもので、P群 、S
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群共通とした。C群 のタンパク質源はタンパク質を含

むサプリメント、卵等のほか、食パン、クッキー、ジャム

等に含まれるタンパク質である。

これまでの減量調査では減量時 に水分摂取の制限

と練習、ランニング、サウナ等 による発汗の促進湛多く

行われていることが報告されている囲.極端な水分摂取

の制限と体水分の損失は呼吸循環機能の低下、熱代

謝の不全などから脱 水状態が誘発され、競技能力の

低下のみならず臨床的な問題にまで影響を及ぼす危

険性が考えられる]3覗.したがって、本実験では減量期

間中の水分摂取は自由とした。

4.測 定項 目

且)形態測定=体重は起床、完全排尿後、最小目盛り

50gの 体重計を用いて測定した。周径囲としては上腕

囲、胸囲、腹囲、大腿囲を布製メジャーを用いて計測

した。皮脂厚は栄研式皮脂厚計を用いて上腕背部 、

肩押骨下部、腹部を計測した。また、上腕背部、肩脾

骨下部の値を利用して体脂肪率を算出した鮒。

b)ス トレングステスト1パワーマックスコンビ{コンビ社

製)を用いて、最大無酸素パワーを計測した。また背筋

力、握力、屈腕力を測定した。

c)呼 吸商=生体内ヱネルギー燃焼状況を把握する

ためにガスモニター{三栄測器NEC)を 用いて安静時

の呼気ガスを分析し、呼吸商を求めた。

d)尿 ケトン体(定性試験);体 内脂肪代謝状況を把

握するため、尿定性試験紙を用いて尿ケトン体撲泄状

況を定性した。

なお、体重、尿ケ トン体定性試験は期間中毎朝

行い、他の測定は減量期間の前後に行った。

5・統計処理

実験食群内の変動に対しては対応のある場合のt

検定を、各実験食群間の比較に対しては対応のない

場合のt検 定を行った。5%以 下を有意とした。

皿.結果

減量期聞中の体重の変動を図1に示した。値は減少

開始時の体重(初期体重)に対する割合で示した。

体重は減量開始3日 目までに急速に減少し、その

後ゆっくりとした減少傾向を示した。減量6日 間の体重

減少量は平均 ±標準偏差ではP群4.7±O.8%、S群

5.1±L1%、C群4.6±2.4%で あり、いずれも減量初期

に対して有意な減少を示したが、減量3群 間には有意

な差は見られなかった。W群 の減少量は4.8±1.6%で

あった。対照群であるU群 は初期体重をほぼ維持して

いた。

形態の変化を図2～ 図5に 示した。値はいずれも

減量前の初期値との差で示した〔平均 ±標準偏差)。

さらに、図中には減量食群である3群 に加え、タンパク

質食群T群 、減量食群W群 を加えて表示した。

上腕囲(図2)で は、W群 は減量前に値と比較して有

意な減少 であったeまたU群 に対してW群 は1%の 水

準で有意差がみられた。平均値ではP群 が最も大きい

値を示したが、いずれの群間も有意な差は観察されな

かった。

胸囲(図3)で は、W群 は減量前の値と比較して減

量後、有意な減少であったeまたU群 に対してW群

は1%の 水準で有意な差がみられた。平均値ではP

群が最も大きな値を示したが、いずれの群間にも有意

な減少は見られなかった。U群 においても有意な減少

坦見られた.

腹囲(図4)で は、W群 は減量前の値と比較して減

量後、有意な減少を示した。またU群 に対してYW群

は1%の 水準で有意な差が示された。平均値では、S

群が最も大きな値を示したが、いずれの群間にも有意

な差は見られなかった。

大腿囲(図5)で は、W群 は減量前の値と比較して

減量後有意な減少であった。またU群 に対して、W

群は1%の 水準で有意な差がみられた。平均値ではP

群が最も大きい値を示したが、いずれの群間にも有意

な差は見られなかった。

皮脂厚の変化を図6に 示した。上腕背部でぱW群

は減量前と比較して減量後に有意な減少をした。また

U群 に対してW群 はSOIoの水準で有意な差であった。

S群 はC群 とほぼ同じ減少量であったが、個人差が大

きく有意なものではなかった。平均値ではP群 が最も

大きな値であったが、いずれの群間にも有意な差はみ

られなかった。

腹部では、W群 は減量前と比較して減量後で有意
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な減少を示した。また、U群 に対してW群 は1%水 準

で有意な差を示した。平均値ではP群 が最も大きな値

を示したが、いずれの群間にも有意な差は見られなか

った。

上腕背部および肩脾骨下部の皮脂厚から求めた体

脂肪率および除脂肪体重の変化を図7に 示した。体

脂肪率では、W群 は減量前と比較して減量後で有意

な減少を示したeまたU群 に対して5の水準で有意な

減少であった。平均値ではP群 が最も大きい値を示し

たが、いずれの群間 にも有意な差は見られなかった。

除脂肪体重では、W群 は減量前と比較して減量後で

有意な減少を示した。また、U群 に対してW群 では1

%の 水準で有意な減少であった。平均値では、S群 が

最も大きな値を示したが、いずれの群問にも有意な差

はなかった。

運動 能力の変化を、図8～11に 示 した。エルゴメ

ーター によるピークパ ワー 値(図8〕 では、減 量前と比

較して減 量後、S群 、C群 は有意な減少を示した。平

均値 ではP群 が107,3wattと 有意な増加を示 した,P

群、S群 を比 較すると、5%の 水準で有意 な差がみら

れた。

握 力(図9)で は、減量 前と比較して減量 後、S群 、

C群 では有意な減少を示 した。P群 では有意ではな

かったがやや増加する傾 向にあった。平均 値では、C

群、S群 、P群 の順で減少量示大きくなっているが、

いずれの群間 にも有意な差 はなかった.

屈腕力(図10)で は、減量前 、減 量後を比較 して.

S群 、C群 は減少 を示した。有意で那なかったがP群

はやや増加 の傾 向にあった。平均値ではC群 、S群.

P群 の順 で減 少量hS大 きかったfiS、いずれの群 間にも
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有意な差はなかった.

背筋力 〔図11)で は、減量前、減量後を比較して、

S群 、C群 は減少の傾向を示した。P群 では変化量

は少なかったが、有意な増加を示した。しかしながらい

ずれの群間にも有意な差はみられなかった。

呼吸商(RQ)(図12)で は,W群 は減量前と比較し

て減量後で有意な減少を示した。平均値では、S群 の

減少量が最も大きく、P群 が少ない傾向にあった。し

かしながら、いずれの群間にも有意な差はみられなか

った。

減量期間中の早朝第一尿中のケトン体排泄量の変

化を表3に示したeP群 およびS群 は、減量開始2日

目の朝から尿 中にケトン体が検出され、その後も排 出

が続いた。C群 は減量3日 目に少量検出されたが、1

名は6日 目まで検出されなかった。U群 は期間中まっ

たく検出されなかった。

IV,考 察

Palmern、Saltin8〕 、Rbisil9}ら は、4%を 超 える急 速

減量は身体作業能 を低 下させることを報告している。し

かし、これらは種 目にお ける特徴 、実験 条件 、減量 に

かける日数、個 入 の体質、精神的 な特徴など、様 身な

因子 が絡み 簡単 には断 定出 来ない。一 般にスポーツ

選 手の減 量 の場 合 には、運動 能力 の低 下を防ぐため

に除脂肪 体重は可能な限 り落とさないようにす ることが

垂要 である。したがって、体重減 少 中の除脂 肪体重 の

占める割合が問題 となる。運動と減 量食 を併用 すること

は、減 量食のみで行 う減 量と比較 し、減 量 した体重 の

中 に占める脂肪 量 の割合 が多 くなることが報告されて

いる。北川ら10)、減 量食を与え1日4時 間の練 習を行

い減 量させ たところ、体重減 少量 に対す る脂肪 量の割

合は7.95%と なった。この背景 にはs減 量方 法の違

い、あるいは減量 食 に対す る違 いが関係 していると思

われる。

本 実験では6日 間の減量食 を与 え、その間4日

間 の練 習を併用 することにより体重 は平均4.8±1.6%

減少 した、これ はいままで行われた減 量食実験1:}1z)ls)

の3日 間 の体重減少量とほぼ同値であるe実 験食 によ

るエネルギー摂 取量 は、村 松、高橋 ら11)の実験 では

O、02

0

』.05

』、10
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peptidegroupβ=3Q〕rpmoteingt」oup,C=(;arbohydrategroup,

T:Proteingreup(P+S),W=Wei且htreducing

gm叩(P+S+C),U=Us岨1dietgro叩.

Table3.Cha皿gesinuri胆ryketonebodybyusingqua丘tativetest

P叩 町du血9㌔ 祀ightre血ctionperiOd、

KetOnebedydetectionleve](一=Nondetecti【m,+=Paucity,

++=Mkldle,+++=Large),(㎞PIP=Sqア ーPeptidegrcup,S=Sq]r

proteingroup,C:Carbcinydrategrcmp,U=Usuaidietgrcup.

500kca1.村 松 らlno実 験 で は1240kcalで あ る。これ

は 、高 橋 らは1日1回 の平 常練 習 期 間 中 に 実験 行 っ

たの に対 して 、村 松 らは 合 宿 期 間 中(1日3回 〕に実 験

を行 ったの で 、高 橋 らの 実 験 に比 べ 、練 習 量 が 多 い こ

とか ら,こ の ような摂 収 量 の 差 となって表 れ たと思 わ れ

る。本 実 験 で は6日 間 と減 量期 間 が長 く、練 習 量 も4

回{1回2時 聞)と 少 なか った のが.体 重減 少 量 が村 松

らの 報 告12)と ほ ぼ 同 程 度 とな った 原 因 と考 えられ る。

減 量 期 間 中 の体 重 は い ず れ の 減 量 群 ともに初 期 の

2日 間 に大 きく減 少 し、そ の後 は徐 々 に減 少 す る傾 向

を示 した。初 期 の2日 間 の体 重 減 少 量 は、P群4.74

%、S群5,2a%、C群4.63%で あった。これらは、最

終 的 な体 重 減 少 量 のP群76,6%、stt59.5%、C群
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67.0%に あたり、減量2日 間で6日 間の体重減少量の

68%が 落ちていたことを示している。この急激な減少

は、実験初期においてエネルギー摂取量を著しく低く

したことと練習量を通常とほぼ同じとしたことへの急速

な生体反応であると考えられる。その後の期間はいず

れの群においても比較的穏やかに減少する傾向にあ

った。これまでも減量が長く続くような揚合には後半の

体重減少 は緩慢になることが報告されている。これは

低エネルギー摂取状況に対する生体の防衛反応であ

り、基礎代謝を含むエネルギー代謝全般が抑制される

ようになる。減量時の基礎代謝低下は体重減少のため

にはマイナス要因と考えられている。

減量することにより周径囲および皮脂厚が減少する

こと、特に腹囲と腹部の皮脂厚の減少が大きいことが

すでに多くの報告によって観察されている山1。本実験

においても周径囲および皮脂厚は体重の減少とともに

有意 に減少し、中でも腹囲および腹部の皮脂厚の減

少の割合は他の部位よりも大きな傾向にあることが観

察された。減量3群 で比較すると、周径囲では啓囲を

除いてP群 の減少ぷ大きかった。C群 とS群 を比較

するとC群 の減少が少なかったことから、タンパク質摂

取の影響であったと考えられる。

皮脂厚においては、W群 は減量前と比較して減量

後、有意な減少を示したeC群 とS群 を比較するとC

群の方が減少が小さかった。P群 とS群 の比較ではP

群の減少量が大きかった.このことから皮脂厚 におい

てはタンパク質摂収レベルによる影響とともにタンパク

質の違いによる影響も示唆されたものと考えられる。減

量時には体重減少をもたらすことが第1の 目標である

ことから体脂肪率および除脂肪体重の減少は少なから

ず避けられないが、それでもなお、パフォーマンスの低

下を避けるためにより多くの体脂肪量の減少と除脂肪

体重の維持あるいは増加をねらいとしなけれ ばならな

い。今回、体脂肪率の減少はS群 くC群 くP群 の順

で大きくなっていた。このことから、体脂肪率の減少、

除脂肪体重の維持にタンパク質摂取の効果が示され

たものと考えられる。これは、減量時には炭水化物摂

取よりもタンパク質摂取の方が体脂肪の分解を促し、

同時に脂肪をエネルギー源とした代謝が昂進されるこ

とを示唆するものである。減量期間中の尿中ケトン体排

泄状況および呼吸商の変動はそのことを支持する様

相を示している。また、先の実験においても同様な結

果を観察している1}za}。タンパク質群であるP群 とS群

の体脂肪率を比較すると、P群 の減少がやや大きい

傾向にあることから、タンパク質形状よりもペプチド形

状投与の方がより劫果が大きい様子がうかがわれた。

運動能力では、全体的に個人差が大きく有意な差

を得られた項 目は少なかったが、ピークパワーにおい

ては、S群 、C群 は比較的低下する傾向にあったの

に対し、P群 は有意な増加を示した。パワーはカとス

ピ・一ドの積で求められるが、パワーの変化に対しては

一一般 にはスピードよりも筋力の方が影響力が大きいと

考えられる。したがって、減量時のパワーの低下は筋

力の低下n{大 きいと考えられる。本実験ではP群 の除

脂肪体重の減少は比較的軽度に抑えられており、この

ことが今回P群 のパワーが増加傾向を示した一因であ

ったことが考えられる。

呼吸商(RQ)は いずれの減量群ともに減量前と比較

して減量後に有意に低下した.また、尿中ケトン体排

泄量もいずれの減量群ともに減量後半大量排泄の状

況を示しており、これらは今回の減量群の被験者にお

いては生体内エネルギー一代謝 が著しく脂肪酸利用に

傾いていたことを示唆するものと考えられる.今回、有

意な差は観察されなかったが、その傾 向はC群 よりもP

群、S群に大きい様子がうかがわれ、減量時のエネルギ

ー代謝
、特に脂肪酸代謝促進にタンパク質投与によっ

てもたらされたものと考えられる。また、呼吸商におい

てはS群に比ぺP群 の低下が大きい様子にあったが、こ

れはペプチドタンパク摂取の効果を示唆するものと考

えられるが、有意な差は観察されなかった。今後さらに

詳細に検討される必要茄ある。

まとめ

柔道選手を対象とし、減 量時の食事組成の違 い

による形態 、および運動機 能の変動を検討 した。特

に、タンパク質摂取の影響 およびペプチド体タンパ

クの有勧性にっいても併せて検討 した。

1.6日 間の減 量によりほぼ4～5%の 体重減少
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をみた。期間中の体重変動は3減 量群間に差はみ

られなかった。

2.皮 脂厚 はいずれの部位も減量 により有意 に減

少 し、P群 の減少がやや大きい様子 にあった。

3.体 脂肪 率 は減量 により有意に減少 したが、減

量群間には有意な差はみられなかった、傾 向として

はP群 の低 下が大きい様子にあ・った。

4.上 腕 囲 、胸囲 、腹囲 、大腿 囲は減 量 による減

少 はみ られたが、減量食 による影 響 にっいては有

意な傾 向は得られなかった。

5.握 力 、屈腕力 、背筋力 、パ ワーマ・PtクスはP群

に有意な増加が観察され、C群 はむしろ減少 する傾

向にあった。Prnaxに おいてはS群 に対 してP群

は有意に高い値を示 した.

6.呼 吸商 、尿 中ケトン体排 港からタンパク質投与

により脂 肪酸代謝 が高まっている操子が伺われた。
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第14回 日本スポーツ整復療法学会大会印象記

九州支部 堤 啓祐

平成24年11月2日 から3日間 、第14回 日本スポ

ーツ整復療法学会大会が、東京都 千代 田区神 田神

保町の専修大学神 田校舎にて開催されました。神田

キャンパスは、皇居や北の丸公園、靖国神社付近に

立地していて、明治大学・法政大学・東京理科大学・

日本大学・共立女予大学などと共に 「神 田カルチ」・・

ラタン」と呼ばれる学生街を形成しています。また、オ

フィス街に立地しているので.震 災時帰宅困難者受

け入れ施設となっています.

私は皇居や北の丸公園などへ向かう時間はありま

せんでしたが、古くから東京都の中心地であるこの神

田を肌で感じることが出来ました。

専修大学は、1880年 に開校した専修学校を前身

として、1922年 に大学となった歴史ある大学で、五

大法律学校の一校としても知られています。神 田キャ

ンパスは高層校舎を中心とした都市型キャンパスで、

中心の一号館から五号館が集まった校舎群の他に

周辺に六号館から人号館が点在しています。今回の

学会は、主に二号館において行われました。

学会前 日の11月2日 に役員会及び理事会が開か

れ、翌3日 には大会実行委員会、一般発表、評議員

会、特別講演、シンポジウムが行われました。

評議員会は、11月3日11時30分 から二号館302教

室にて行われ、すべての議案 が承認されました。一

般発表は、101教 室にて9時20分 から始まり、13編

が発表され、また、評議員会、昼食を挟んで12時50

分から7編が発表されました。

一般発表後
、14時20分 より専修大学前嶋孝名誉

教授による特別講演 「スピードスケート世界一を目指

して」が行われました。スピードスケート選手が世界一

になるための科学的研究を試行錯誤しながらなんで

も行ったが、体力に勝る外国の選手に勝ちオリンピッ

クで結果を出すことの難しさを痛感したということでし

た。また、メダルを獲得するために必要な背景につい

て述べられたことは、①リラックスミュージックでのイメ

ー一ジトレ・一ニングの重要性 ②身体のバランスを指摘

してくれる整体 師の帯同 ③体重のコントロール ④

調子をピー一ク迎えるためくたくたになるまでの猛練習

を行うこと ⑤最後は思い切って一週間ほどの休養を

とらせること ⑥宿舎から練習場までの道路も危険個

所について点検する怪我させないための緻密な配慮。

などスケートとの関わりについて興味深いご講演をい

ただきました.

幽L一,L -;a■-L-・-1「 ■ 一 ・
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終 施、

続いてシンポジウムでは、「トップアスリートの怪我

と予防」と題して、ロンドンオリンピックボート部門トレ

ーナー 杉山みなみ先生、専修大学経営学部准教

授 斉藤実先生、専修大学陸上競技部コーチ 近藤

孝志先生にそれぞれ講演いただいた後 、佐竹弘靖

大会長による司会のもとシンポジウムを行いました。

杉山先生は、ロンドンオリンピックをはじめいくつもの

オリンピックやアジア大会での貴重な体験や競技者

について述べられ、斉藤先生は、まさに日本伝統武

道である剣道高段者らしいきびきびした話し方で、怪

我と予防について実際の事例を紹介しな溺ら、足の

運びや足関節捻挫、筋腱の障害等について述べら

れました。また、剣道は裸 足で行うため、傷害として

は軽微であるが故に、剣道に影響があるのにも関わ

らずこれまでに注 目されてこなかった足底部裂傷に
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ついても述べられ、皮膚保護テープの開発研究にも

努力されたということでした。近藤孝志先並は箱根駅

伝を目指す選手達のコンディショニング、選手への指

導・意識づけについて述べられました。

このシンポジウムを通して、アスリートに対する観察

力やコンディショニング維持、各競技種 目での着 目

点 ・予防などを学ぶことが出来たことを実感いたしま

した。

ダ

コ ハ

.{粧 ノ 隔 盤

シンポジウム終了後、場所を一号館15階 「報恩の

間」に移し、18時 より懇親会が開かれました。報恩の

問は、丸の内や新宿方面の眺めが素晴らしいとのこ

とで、周辺の景色が一望できるそうです。また、小さく

ではありますが、水道橋にある東京ドームの屋根が

見えます。当 日はちょうどプロ野球 日本シリーズ第6

戦が行われていて、読売ジャイアンツがまさに日本一

の座に付こうとしている時でもありました。

広い報恩の問の中央には、テーブルに多くの豪華

な料理が所狭 しと並べられ、佐竹大会長の挨拶の後、

「
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参加者全員で乾杯を交わし、盛大な懇親会が始まり

ました.お いしい料理とアルコールと共に楽しい会話

で会場は大いに盛リヒがりました。また、講師の先生

方とは、講演後の質問などではなかなか聞けない貴

重なお話も闘かせていただきました。

宴も酎になった頃、次回学会開催 予定の我 た九

州支部会員の紹介を頂き、来年も今学会同様素晴ら

鱒職態
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しい学会にするよう誓いを立てさせていただきました。

参加者と親 交を深 められた意義のある懇親 会でし

た。

大会2]目 は、9時30分 より前 日に引き続き101

号教室にて6編 の 一般発表が行われましたclO時3

0分 より社団法人JI3日 本接骨師会最高顧問弁護 士

本多清二先生による特別講演「スポーツを取り巻く法

律 ・保険問題」が行われました。療養費受領委任払

いや柔道整復師の業務、業界の制度など、我々にと

って非常 に重要な興1柴深い話を顧問弁護 士の立場

からお話しいただきました。

総会、業者展示説明会、昼食を挟んで、佐野裕司

先生の司会により、JSSPOT会 長 岡本武昌先生によ

る特別講演 「生涯介護 不要の生活をするためにはど

うしたらいいの?」 が行われました。これは公開市民

講座で、多くの一般の方が来場され、熱心に聴講さ

れていました。日本人は超高齢化社会と呼ばれる中、

認知症や寝たきりにならずに死ぬまで健康を維持す

るためにはどうしたらよいかを楽しい話を交えて講演

していただきました。

大会全体の感想は.非 常に貴重な話 ばかりで大

変有意義な時間を過ごすことが出来ました。

柔道整復師の業界は大変厳しい状況に置かれてお

り、この学会においても会員の減少が目にっくように

なっております。この状況を乗り越えるためにも、会員

の一一人一人が 目先のことに捉われず、整復療法学の

構築を目指し、常に学ぶ心を持ち続けることが大事

だと改めて痛感しました。

最後ですが、このように素晴らしい学会・素晴らし

い会場を提供していただいた専修大学社会体育研

究所所長 佐藤正幸名誉大会長、佐竹弘靖大会長

及び大会実行委員会の皆様に心から厚く御礼を申し

上げます。

7
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佐竹弘靖大会艮 御苦労様でした。
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第107回 日本スポーツ整復療法学会学術=研修会報告

北海道支部

北海道支部総会および研修会は、平成24

年11月11日 、札幌市北 区民セ ンターで、

NPO・JATAC北 海道 支部 との共催 で開催 し

た。

研修会は、午前の部が川初清典氏(北 翔大

学生涯 スポー ツ学部スポーツ教育学科教授)

に よる 「介護予防 と運動療 法」(介 護 予防に

おけるアス レチ ク トレーナーの役割)の 講演

で した。

わが国の高齢者 社会において、重要な問題

は、若年層に負担をかけない高齢者を増やす

ことであり、高齢者に起こる生活習慣病 ・メ

タボ リックシン ドロームを運動によって予

防するための概念、その方法 としてのノルデ

ィックウオーキングの有用性 について講演

されました。

午後の部は、佐藤勇司会員によるテー ピン

グ実技研修が行われ、テーピングする際の重

要なポイン ト・テクニ ックを教授いただきま

した。
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日本スポーツ整復療法学会 第109回 学術研修会報告(関 東支部)

「新 ・旧療法 の融合を探 究して」

平成25年3月31日(日)年 度末恒例となった、関東

支部主催の学術研修会が東京工業大学西9号 館

W935教 室にて開催された。参加者 は岩本支部長以下

会員23名 、協賛会社から3名 の計26名 が参加して行

われた。

プログラムは「新 ・旧療法の融合を探究 して」のサブタ

イトルのもと、① 「最近の超音波画像観察装置の見え方

と動 向」嶋木敏輝 氏(嶋 木鍼灸接骨院院長)、② 「環境

と体温調節」田中英登氏(横 浜 国立大学教授)、③ 「肩

関節周 囲炎の手技療法」張 軍氏(CHO中 国手技療法

研究所所長)の3名 の講師を招いて講演 が行われた。

く

、 ・ ㌧

葦一 ゑ,
Ff・1.

轟・ 評

へ 　

ミ 藁畷

① の講演では超音波画像観察装置がアナログからデジタルへと進化し、従前は高解像度の機種 は高額で

あったが、パソコン同様 にスピードアップしたため、高性能な機器が柔道整復 師にも手に入る価格 にまで下が

っているとのことであった。骨画像を読影 する方法として、腱付着 部や結節 ・切痕等をランドマークとして確認

することにより、位 置確認 の方法が分かり大変参考になった。また超音波画像観 察装置の合 法的な使用を、

柔道整復 師が出来るまでの厚生労働省とのやり取りなど、歴史的な背景の話もあり先人の御苦労が伺い知れ

大変興味深く感じられた。

②の講演では、人の体温 は恒常性維持機構 により調節されているわけであるが、その基本的項 目から体温

変動 の意 味、環境温度による機能 障害(熱 中症等)、またその機構と予防策などについて分かり易い解説があ

った。体温調節機 構によりヒトが生きるために重要な脳を保護 しており、熱産生と熱放散のバランスにより、体

温をコントロールしているが、非ふるえ性熱産生においては、褐色脂肪組織とも関係し、これが多い人 は太 りに

くい体質であるとのこと。そのため寒冷刺激 によく適応することで、褐色脂肪組織が増え、太りにくい体質となる

など、体重オーバー気 味の会員 にとっては、大変参考になる講演であった。

③ は、実技実習を含んだ 「肩 関節周 囲炎 に対する手技

療法」であった。張講師の手技は、手や指の動きとともに

体裁 き全体がスムーズで、参加者 は習得 のために携帯片

手にメモを取るのに大忙しであった。交代で互いに施術者

になった参加者 は、肩部 に置く手や指の位置及び上肢を

動かす操作 技法 を確認 し、実際の感触 が得られたようで

大変好評であった。注意事項として二次損傷を防ぐため、

手技はソフトに行い激しいカを避けること、局部を冷やさな

いこと、機 能訓練を個人の状況に合わせ徐 々にしかも長 く

続 けることが肝要であるとのことであった。最後には参加者
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からの質問も多く、他の部位 にまで波及して予定時間をオーバーする程であった。

鐘慰》
腰 、 煽 転

で

。_灘臨

引き続き関東支部支部会が行われ、学会への貢献表彰で今年 は張軍先生、今井裕之先生の2名 が表彰さ
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れました。また関東支部総務より開催 日程通知が遅くなっ

たため、例年より参加人数が減少したことについて会員へ

のお詫びの言葉があり、今後の課題 として関東支部連絡

網の確立を検討することとなった。そして懇親会へと進み、

より深い学術談義へと夜遅くまで議論は続きました。

今 回の研修 会は、JB日本接骨師会及びプログラムに社

名を載せた協賛各社のご協力を得ることで開催することが

出來ました。毎回、多くのご支援、ご脇力を頂きますことに

感謝申し上げまして稿を終えます。

(文責1荒 井俊雅)
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第15回 日本スポーツ整復療法学会大会案内(第2報)

1.会 期=平 成25年11月3日(日)・4日(月)

2.会 揚=久留米大学 御井キャンパス500号 館

(〒839-0851福 岡県久留米市御井町 工635)

3.交 通=① 高速バス利用福 岡空港第三ターミナル 噂 西鉄久留米駅 約 妬分(1,200円)

②地下鉄空港線利用 福 岡空港萄(ll分)天 神駅⇔(乗り換え徒歩約lo分)■

西鉄大牟田線福岡駅(特急30分)⇒ 西鉄久留米駅 約1時 間1分(脚 円)

1の 続き ・西鉄駅到着後、西鉄バス系統番号189404548{千 本杉経由t"女n-ite竹 の子

団地行きにて朝妻又は久留米大学駅前下車〉西鉄久留米 ・ら乗車の場合㎜ 円、R久 留米駅か

ら乗車の揚合250円

③JR利 用=」R博多駅(3tl,分)噂JR久留米駅e(乗 り換え徒歩16分)JR久 大本線 〔日田行)齢(9分)

久留米大学前駅 約 田分(820円)

④亟 九州新幹線利用=博多駅噺 幹線つばめ熊本行)の(18分)JR久 留米駅ゆ(乗り換え徒歩8分)

JR久 大本線(日 田行)■(9分)久 留米大学前駅 約35分(820円)

①福岡空港⇒地下鉄空港線で博多駅もしくは西鉄天神駅

②IR博 多駅●久留米駅から久大線で久留米大学前駅下車徒歩3分

③福岡西鉄天神駅齢西鉄久留米駅下車

西鉄バス系統番号1,8,9,40,45,48(千 本杉経由信愛女学院.竹 の子、青峰団地行きにて朝妻

又は久留米大学駅前下車)

4.日 程:11月2日(土)

1ffODト17X)O役 員会(53A教 室}

1TOO-1800理 事会(53A教 封

第1日 目=11月3日(日)

840一 受付開始{ク ロークを511教 室)

fi"o〔}-IC20一 般 発表 ・tK'ス摂発表(51A教 室 ・5]LB教室)

1ff30-]L200シ ンポジウム1(51A教 室)

オープン発表 「臨床 ・研究、現場か らの取組み 」

演者1応 募の中か ら5～7名 のシンポジス ト

司会=田 邊美彦(大 阪府柔道整復師会)

rz1〔M1230評 議員会(5]2教 室)
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123(ト1330昼 食(ラン角地ミ分{51A教 室)

1330-14eo教 育セミナー 「パフォーマ ンスの見方 とアプローチ」(51A教 室)

講 師=tlljget?een専(om伊 集院院長〉

司会1辻 本尚弥(久 留米大学健康 ・スポー ツ科学セ ンター一)

1430-1600特 別講演1(市 民 講座)(5]A老 幽

「選 手と指導者」

講演;宗 茂

(モン トリオール ・モスク ワ ・ロスアンゼルスオ リンピックマ ラソン代表)

司会:岡 本武昌(明 治国際医療大学)

16=10}16=40-一 般 発表(5]L△ 孝女室 ・51B鯉

16:4(}-1800シ ンポ ジウムII(5]A教 室)

「臨床におけ るエビデンスの捉 え方」

演者;白 石 洋介(名 古屋 大学大学院医学系研究科客員研究員)

武田 康志{武 田スポー ツ整形外科ク リニ ック院長〕

力山 清司 〔佐賀 県柔道整復師会)

司会=片 岡幸雄{宝 塚医療 大学)

1910-2000懇 親会(事 前申込4000円 ・当 目5000円)

20eo-2200焼 酎デ榊 ッション 〔エスプ リホテルに移 動){事 前 申込 2500円 ・当 日3000円)

第2日 目:11月4日(月)

900一 受付 け開始

Emo-1030-一 般 発表t51A教 室)

102ro-11:⑳ 一般発表 伺A教 室)

11=3〔ン}12EN〕 糊lJ言韓演Il(51A舅 距虻≡皇1)

「 コメデ ィカル のための人体解剖学 」

講横 二 小林 邦彦(中 部大学生命健康 科学部教授}

司会:勝 田浄邦(九 州医療専門学校)

12ag}-13:41〕 総会 ・業者展示説 明会 ・昼食(51A教 室}

正瞼1420柔 整実技発表(51B教 室}

司会:西 原 清(大 分県柔道整復師会)

1425-1450九 州支部研修会の歩み(大 会長講演)(51]k.教 室)

15艶1630特1弓1信 茸演III(5]LA細

「体幹機能の評価とアプローチ」

講演1坂 元 大海(ア ークメディカルジャパン蛛 式会社 代表取締役)

司会:原 賢二(久 留米大学健康 ・スポーツ科学センター)
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16:40一 大会実行委員会

注)日 程表およびプログラムの内容は、変更する場合力三ありますのでご了承 ください。

シンポジウム1オ ・一一一プン11月3日11=30～12100「 臨床 ・研究、現場からの取組み 」と題 して会員以

外の方ヘオープンな発表者を応募します。ご推薦もお願いいたします。魅力ある学会研究発表を増やし、魅力溢れる

学会となりますように九州学会実行委員会企画として行います。学会会員外の参加者やか プン発表者にはこの学会

を知ってもらい、魅力を味わってもらい、当学会入会もご検討いただければ幸いです』オープン発表に関しては、一・

般演題募集要項と同じですが、演題申込書だけは8A10日 までに大会実行委員会九州事務局宛へEAXま た

は演題申込書をご送付下さい。抄録原稿の締切日は9月3日{当 日消印有効}ですb第15回 日本スポーツ整復

療法学会大会 演題申込書に、必要事項を記入の上、大会事務局へFAXま たは抄録を同封 し送付して下さい。

〔送付先〕大会事務局IEL・FAIX:043-290-3776〒263-8522千i葉 市稲毛区弥生町1--33

千葉大学教育学部 村松研究室

発表形式は一般発表 と同じ様に行いますが、シンポの中での発表とな りますので司会がシンポの開始時の説

明と、最後に会揚とのディスカッションを行い取 りまとめることとなりますbl演 題の持ち時間は発表8分 と

お考えください。発表は7演 題程度を考えていますが、査読をさせて頂き再検討が必要なものは瓶回の発表

にさせて頂きます。

1焼酎ディスカ・yショ≡]11H3日(日)懇 親会終了後に大学からホテルエスプリに場所を移動してレストランにて焼酎六

ス加狛ンを行います。参加申込み者には大学からホテル会場まで実行委員会で車移動の手配を致します(車の移動は無料

です)。学会の限られた時聞では深められない話題を取り上げ、寛いだお酒の場でディスカッ酒 ンしていきます。聞き逃し

た内容も知ることができるかもしれないし、難治症例の治療法を探ったり、興味ある話題を焼酎片手に車座になりながら熱く

議論したりしましょう。このディスカッシ旨ンのお供に九州のお楽しみ焼酎銘柄「魔王」他、日本酒部門世界チャンピオン佐賀

の酒「鍋島」、日本一のとろみ梅酒「うぐいす」、久重黒岳に湧く自然の炭酸水など揃える予定です。肩肘はらない形式での

焼酎、ワイン&チ ーズディスカッションをお楽しみにしてください。大会実行委員会九州事務局へ]RAXま たはメイルにて

9月3日 までにお申込下さい(住所 ・氏名 ・電話番号を記入下さい)。参加費は当日受付で歯支払いいただきますe

匿泊示テ川 久留米のホテルエスプ!は50名 を学会用として確保していま義 実行委員会確保分は実行委員会
λ ホテルエスプリ宿泊希望、住所 ・氏名 ・電話番号 をご記入してお申し込みください(実行委員会九州総務

草場義則E■nail=kusaba@b8'9.COirD。 その他のホテルは申込み要項の宿泊施設の ご案内をご覧 いただき、

各自お申し込みください。また、当日の学会受付では久留米市内のどこのホテルに宿泊したかをお知らせ くださ

い。(久留米市の調査にご協力いただ くと久留米市からコンベンションサービスが受けられることになっている

ため、ご協力お願いします。

医 亟11月4日13=4{}～14=20臨 床での実技発表の企画をいたしますので ご応募くださレ㌔実技発表コーナ
ーでは発表者を取り巻き、モデルを使った実技の発表を行ってもらいます』参加者は実演を囲む形で立見形式

で行います6
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大会参加の申込要領

1,大 会参加の申込 登録の方法(締切9月3日)

大会参加申込登録は、年会費8,000円(学 生5,000円)及 び大会参加費5,000円(学 生1,000円)の 前納による事

前登録を原則とします。申込方法は、郵便局(ゆうちょ銀行)振込用紙に内訳を記入の上、下記の学会事務局の郵

便局振替 口座へお振込下さい。領収書は振込票によって代えさせて頂きますので、大切に保管下さい。尚,大会号

(プログラム・抄録集 ・総会資料等)is.10月 上旬に送付する予定です。学会 当日には大会号を必ずご持参下さいa

臨時会員は、大会当日に受付にて大会当日参加費7,000円(大 会号は含まない)を御 支払い下さい。

2大 会参加費 一
前納参加費 大会当日参力[費

正会員 5,000円

一

7,000円

学生会員 1,000円

一一

2,000円

一
(学生証を提示)

賛助会員 5,000円 7,000円 一
臨時会員 一

一一

7,000円 伏会当日受付)

3.懇 親会のご案内

①11A3日(日)夕 より会費制による懇親会を行います。参加希望される方は郵便局振込用紙に内訳

を記入の上、学会事務局の郵便振替口座へ懇親会費をお振込み下さい。

懇親会費=事 前申込 広OOO円 大会当日申込 昼OOO円

②11月3日(日)懇 親会終了後に大学からホテルSス プリに場所を移動してホテルレストランで焼酎テ魑加弛ンを行,

います.参加希望は実行委員会九州事務局へEAXま たはメイルにて9月3日 までにお申込下さい。

焼酎ディJorvva'7会費;事前申込2,500円 大会当日申込3,cox)円

九州のお楽しみ焼酎銘柄「魔王」他、日本酒部門世界チャンピオン佐賀の酒「鍋島」、日本一のとろ

み梅酒「うぐいす」、久重黒岳炭酸水など揃えております。

4.昼 食のご案内{11月4日)

会場近くにコンビニはありますが、食堂は限られています。事前に弁当予約(お茶付1、000円)を お勧めし

ます。

臥事前参加登録の締 切日伏 会参加費、懇親会費)

9月3日(当 日契印有効)。 取消返金は一切 行いませんのでご了承下さい。

6.学 会発表形式 にっいて

発表に使用するパソコンは大会本部以外のものを使用できません。パソコンのシステムはウィン ドウズ7、

パワーポイン トは2acOO7を使用し、プロジェクターによる一面映写です。パワーポイン ト用のデータは、大

会当日の発表が円滑に行 うために10月30日 までに添付ファイル、USBま たはCDに て大会実行委員会事

務局へ必ずお送 りください。1演 題の持ち時間は10分(発 表8分 、質問2分)で す。

一一34一
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7,宿 泊施設のご案内

下記にホテルの紹介はしますが、久留米市内のホテルめ宿泊手配は、個人で直接お願いします。

焼酎テ淋カッ泊ンの会場となbホテルエスカ は50名 を学会用として確保しております。実行委員会確保分は実

行委員会へお申し込みください。

学会受付で久留米市内のどこのホテルに宿泊したかをお知らせください。(久留米市の調査にご協力ください)

① 久留米ホテルエスプリ{久 留米市東町339)1hO蛤31-1300

最寄駅:西鉄久留米駅西口より徒歩1分

② ハイネスホテル久留米(タ 、留米市天神町IS)ino942-32一 了211

最寄駅=西鉄久留米駅東口より徒歩1分

③ 東横 ㎜ 西鉄 久留米駅東口(久 留米市天神町3-93-4)hO942-35-1045

最寄駅 西 鉄久留米駅東口より徒歩1分

④ 久留米翠光園ホテル(久 留米市櫛原町87)血09屯2-35-5351

最寄駅=西鉄久留米駅、JR久留米駅よリタクシーで5分(歴 史がある格調高いホテルう

⑤ 久留米列 一ンリッチホテル 依 留米市 日吉町18)血(脳2-39-3000

最寄り駅 西鉄久留米駅より徒歩20分

⑥ 久留米ワシントンホテルプラザ(久 留米市東町 討一2)1h鯛2一 闘10

最寄り駅 西鉄久留米駅より徒歩7分

8.学会事務局の郵便振替

口座 名:口 本 スポーツ整復療法学会

郵便振込 ロ座番EY=ool10h4「躯475

駄 大会実行委員会九州事務局

〒214・S580佐 賀県三養基郡みやき町原古賀2co2

堤整骨院 堤 啓祐

TEMAX=ag42・94-4141E・maiL:Takuda@1蚊 〕.ne.jp

九州支部ホ陥 ぷ回ノでもご案内しております、ご覧下さい。 一 ・

ご質問がある場合は必ずメールでお願いいたします
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演題募集要項

1,演題申込資格

者および共同研究者(大会に参加しない者も含む)ともに本学会の会 で、年度会費および大会参加費を納めた者

に限ります 会員でない方は入会手続きが必要です。

入会手続きは会員登録用紙に必要事項を記入の上、大会事務局へFAXで 登録し、申込締切日までに入会金2000円 、

年会費8000円 および大会参加費5000円 を郵便振替用紙に内訳を記入の上、大会事務局の振替口座へお振込下さい。

領収書は振込粟に代えさせて頂きますので、大切に保管下さい。

z発 表領域

下記の研究領域を含むスポーツ整復療法学に関する「一般研究発表」および「活動報告」で、未発表で完結したものに

限ります。

1)整復療法学に関する分野

領域1柔道整復療法、カイロプラクティック療法、ボディアトリー療法、マ・■'サージ療法、理学療法、アスレティッ外 レ
ーニング療法

、身体整復病態など

2)スポーツ整復工学に関する分野

領域:スポーツバイオメカニクス、身体整復工学、身体情報分析など

3)スポーツ療法学に関する分野

領域:スポーツ科学[生 理(環境を含む〕、栄養、体力評価、健康・体力づくり、運動処方など]、運動療法、スポー

ツ障害の治療など

4)スポーツ整復療法の原理 ・倫理に関する分野

領域=社会倫理、医療原理など

5)スポーツ整復療法の評価に関する分野

領域=インワォームドコンセント、療法技術の評価、経営の評価など

6)その他スポーツ整復療法に関する研究

3.発 表時間

発表時間8分、質疑応塔 時間2分の計10分 の予定です。

4.発 表形式

パワーポイントを使用した液晶プロジェクターによる一面映写を原則とします。液晶プロジェクターの操作は発表者の責

任において行って下さい。また発表時間を厳守して下さい。

大会当日の発表を円滑に行うためにパワーポイント用のデータを10月30日 までにメールにて大会実行委員会事務局へ

お送り下さい。データの差し替えが生じた楊合には、発表に支障を与えないように大会前日または当日の朝に会場のパソ

コンにインストールして下さい。なお会場の受付近くに練習用の液晶プロジェクターを準備する予定です、

5.申 込方法と書類

「演題申込書」および「抄録 原稿」を締切日までに一 宛に送付して下さい。抄録の作成は「抄録原稿作

成要領」に従って下さい。 「演題申込書」は、本誌綴じ込み.あるいはホームページから入手してください。

6.抄 録締切

9月3日(当 日消印有効)
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抄録原稿作成要項

下記の要領で原稿を提出して下さい。

1.抄 録原稿はA4版 白色普通紙1枚を使用し、縦240mm、ue170rrm以 内の枠内(上3α㎜、下25㎜ を空白)で作成するb

提出された原稿は原寸のままオフセット印Milするので、図表・写真を原稿に貼付げて完全原稿で提出す喬

2.原 稿は、必ずワープロ等で作成し、プリンタで印刷する。手書き原稿は不採用とす乱

3.「演題名」は最上段の1・-2行目の中央部に14ポイント程度の文字で、届1題がある場合は行を改めて中央部に10ポイン

ト程度でそれぞれ印字する。

4.「氏名・所属」は3--4行 目の中央部に1(床イント程度の文字で印字す鳥 共同研究者がいる場創 嵐 発表者を筆頭にし、

所属は氏名の後ろにOで 括って印字する。

例1=整復太郎(東京都OO接 骨院)、例2:スポーツ太郎(OO大 学)

5.「キーワード」は5行目の左寄せ10ポイント程度で印字し、5ワード以内とする。

6.F本 文ユは面 目から「9ポイント、25文字X43行 程度の2段組(中央部1cm程 度を空白)、総文字数215α 芋」程度の書

式で、「目的」「方法」「結果」「考察」「結論」および「文献」などの見出しを付けて「である調」で作成するb原稿用紙の空きス

ペースをできる限り少叡 する。

τ 図表・写真は全て「本文」の枠内に納めて、原稿に貼付けて提出す乱 それぞれのタイトルは図と写真では下部に、表で

は上部に印字するb

8.「X線 写真」を用いる場合は、協力医師名を末尾に記載する。ただし協力医師hS共同研究者に入r〕ている場合には必

要な残

9.「活動報告」の本文も上記にほぼ準じて作成するb

10.抄 録原稿はオリジナル1部とコピー2Mlを同封し、折り目がつかないように厚紙などを使用して編集委員会事務局宛送

付する。(締切日厳守)※ 今大会では特に困難な 刷技術を要しない原 ムにおいては電子メールの添付ファイルによる

提出も可とする〔理事会承認)。その 、には上記1から9に'っ て作成した 、 をワードか一太郎 によるワープ]フ ァイ

ルとPDF形 式のファイルにして送付す6,演 題申込書も一緒に提出する(本誌綴じ込みあるいはHPよ り入手して記入す

巫

11.発 表の取り消しは抄録締切日後15日 以内までに大会事務局宛文書で連絡する。

12.作 成要領に適合しない抄録原稿は書き直しとなる場合があDます。

13.送 付された原稿は返却しない。

14、演題は、日本語のタイトルの下に、英字のタイトルを記載す紅 とが望ましい。

郵便振込口座 口座名義=日本スポー'ツ整復療法学会

口座番号:00110-4「-ge475

振り込みは同封の用紙を翻 」用ください。郵便局の振込用紙を用いた場合には振り込み内訳を必ずご記入ください。

抄 録源稿送付先 幅 集委員会事務局 村松成司)

〒:is3-8222千 葉市稲 毛区弥生町1-33千 葉大学教育学部 村松研 究室

TEL/RへX=043-290ト3776Eトm且i=m呂hi臼 置働.diヒ 駐rLLp

ご質問等のお闘い合わせは必ずメールでお願いします。

一 評 一





第

スポーツ整復療法学研究 第t5巻 ・第1号2013年9月

回日本スポーツ整復療法学会大会 演題申込書

平成 年 月 日申込一

和文演題

一一一一一

英文

タイ トル

一 一一 一 一一

Keyw㎝id5個 以内)

該当する発表分野にO印 を付けて下さい。 また、一般研究はa～fの いずれかにO印 を付けて下さい.

発表分野1.一 般研究発表2.特 別講演 ・シンポジウム3.活 動報告4.そ の他
一般研究発表a)整 復療法b)整 復工学o)ス ポーツ療法学 の原理 ・倫理e)評 価0そ の他

一

氏名(下 段 ローマ字)

一一 一1住
所 ・電話 ・F肌(E-ma鋤

演
者

一一一
〒
i

E・m且丑:

電話=Faxl

共

同

研

究

者

一一

〒

E・m且皿=

電話lF餅:

一一

〒

E・ma皿=

電話=Fa霊=

〒 、

E-manl

電 話=Faエ=

1

一 一一 一一

〒

E・ma皿:

電話lF笛:

…
…

〒

E-ma五1

電話=Fax=

1

一

一一 一 一 一 一 一一
共同研究者が5名 を超える場合 はこの用紙をコピー して追加 してください。
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「日本スポー ツ整 復 療 法学 会 」個 人 会 員 入 会 申請 用紙

・申込はこの用紙をコピ・一して必要事項を記入の上、事務局へFAXで 転送して下さい

申請年月 日 (西暦)年 月 日 事務 局FAX=043-290-3776

会員資格

一 一 一

正会員 ・ 学生会員 都道府県名

ふりがな

氏 名
印

郵便物送付先にOを 付ける

自宅 勤務先

生年月日

一

(西暦}年 月 目生
一一 一

勤務先名

一

勤務先住所

〒

電 話 lF継L
E-mai1

一一

一 一

自宅住所

一 一

〒

電 話 lF岡 一 一
E-mai1

職業分野・免許

O印 を付ける

柔道整復師 鍼師 灸師 マッサージ師 理学療法士 カイロプラクター

大学教師 専門学校教師 医師 大学院生 学部生 専門学校生

その他()
一 一

所属職能団体

O印 を付ける

一 一一 一一 一 一

目整JBNSK全 国柔整師会 医師会JATAC大 学 学生

専門学校生 研究所 その他()
一一

所属学会

一 一

学 歴

一 一 一 一 一 一 一

高 校1大 学 二

専 門学校等=一

推薦者会員名

一 一 一

印

一

都道府県名1

一一 一 一 一

一 一 一 一 一 一
※(正 会員 ・学生会員ともに、申請時は推薦者として正会員1名 の推薦が必要)

正会員1入 会金2,000円 、年会費8,000円 学生会員1入 会金0円 、年会費5,000円

下記にお振込下さい。

郵便振替番号=OOI10-4-98475口 座名義r日 本スポーツ整復療法学会
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「スポーツ整復療法学研究」寄稿規約

Lス ポーツ整復療法学研 究は、日本スポーツ整復療法学会の機関誌で、「総 説ゴ「原著論文」「症例研究」

「研究資料」「活動報告」「教育講座」「学会通信」「会員動向」等を掲載する。

2.本 誌への寄稿は原則として、共著者を含めて 日本スポーツ整復療法学会正会員に限る。内容はスポーツ

整復療法学の研究領域における「総説」「原著論文」「症例研究」「研究資料」および「活動報告」で、未発

表で完結したものに限る.

3.論 文等を寄稿する際は「執筆要領」に従って作成する。

4.「総説J、「原著論文」、「症例研究」、「研究資料」および 「活動報告 」の掲載 に際し、その採否、修正 の要求、

掲載順位の指定および校正(初校は著者)などは編集委員会が行い、編集委員長名で著者に連絡する。

5.投 稿原稿は書留便で、封筒の表に「スポーツ整復療法学研究投稿原稿」と朱書し、オリジナル1部 とコピ

ー3部(図 表を含む)を学会事務局宛に送る
。掲載が決定した後 に、最終原稿を入力したプロッピーディス

久3.5イ ンチもしくはCDを 用い、TXT形 式で保存)を提出する。提出原稿等は原則として返却しない。

6.寄 稿に際し、「総説」「原著論文」および 「症例研究」は1万 円、「活動報告」および 「研究資料」は5千 円を

審査料として学会事務局の郵便振込 口座 に振り込み、振込用紙のコピーを同封する。振込用紙には必ず

内訳を記入する。

7.同 時に 誌 じ込み用紙 「論文投 確認 に必要事 を記入しFaxに て送付するか ホームページ

「各種 申請書類」か ら 「論文投稿 認 を入手 し、添付ブ イルとしてメイル送信する

8.別 刷 は30部 までを無料とし、それ以上は著者の負担とするe

「執筆要領」

Ar総 説」 「原著論文」 「症例研究」および「研究資料」

1.「総説j「原著論文J「症例研究」および「研究資料」は図表を含めて刷り上がり8ペ ージ以内を原則とするe

超過 したページについては著者負担とする(料金は別に定める).

2.原 稿は必ずワードプロセッサーを用いて、新かな使い、常用漢字を用いて、A4版 用紙 に横書き印刷するe

3.外 国語言語は欧 文フォントを使用する。ただし、日本語化した語はカタカナ標記(全角)を使用してもよい。

数字は算用数字、単位符号は原則としてCGS単 位を用い、皿m,sec,cm、ml,μgな どとする。圧の単位 は

mmHgを 用いてもよい。

4,図(写 真)表は必要最低限にとどめ、A4版 用紙 に各1枚 に収載し、番号(例:Table.1,Fig.1、または表1、図

1)とタイトルを付け、且っ英文併記が望ましい。図(写真)表 の挿入場所を本文原稿の余 白に朱書きするe

なお、製版が不適 当と認められる図表は書き変えることがある。その際の実費は著者負担とする。

5.和 文論文原稿の形式は以下の順に従う。

a)原 稿の第1ペ ージに「表題」「著者名」「所属名」「キーワード5個 以内」「原稿の種類」「別刷請求部数」

「連 絡先=住所、氏名、電話FAX番 号、E¶ai1」等を記載する。

b)本 文は 目的(緒言}、方法、結果、考察、結論、引用文献および図表(写真)の順とし、印刷は「10ポイン

ト、23文 字X38行 の2段 組み 、総文字数1748字 」程度で行う。改行は冒頭1字 を下げる。

6.和 文原稿には英文のタイトル、著者名 、所属名、キーワードを必ずつける。また、英文抄録(400語 以内)を

つけることが望ましい。英文は専門家のチェックを必ず受けること。

7.英 文原稿には原則として、上記に準じ、和文抄録をつける。
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8.引 用 文 献 は 主 要 なもの に限 り30編 以 内 とす る(総 説 の 場 合 は 制 限 な し)。文 献 は 本 文 の 引 用 順 に引 用番 号

を付 し(半 角 片 カッコ内 に半 角 数 字 で 記 入 す る。例=片 岡 ら1)に よ れ ぱ'・ 、引 用 番 号 順 に記 載 す る。

a)雑 誌 の 場 合 は 、全 著 者 名 、年 号 、表 題 、雑 誌 名 、巻 数 、頁 一 頁 の順 に記 す 。

1)佐 野 裕 司 、白石 聖 、片 岡 幸 雄(1998}背 側 筋 群 の 強 化 を 目的 とした 体 幹 筋 運 動 が腰 筋 の圧 痛 に及

ぼす 効 果 、柔 道 整 復 ・接 骨 医 学7(1):3-12

2)Kat乱oka,K,,S且no、Y.,Imano,H.,Tokioka、 』.且ndAkutsu,K,(1993)Changesinbloodpressuredllring

walkingintheelder]ypersonsw互thhypertension,Chiba』ournalofPhysicalEdロcation.17=33-38

b)単 行 本 は 全 著 者 名 、発 行 年 、標 題 、書 名 、編 集 者 名 、版 数 、発 行 所 、発 行 地 、引 用 頁 の 順 に記 す 。

1)熊 谷 秋 三1誤 った 運 動 法(1993)健 康 と運 動 の科 学 、九 州 大 学 編 、初 版 、大 修 館 書 店 、東 京:209-211

2)ExpertCornmitteeofHealthStatistics(1995)ReportoftheSecondSession,WHOTeehnical

ReportSeries,25

B「 活 動 報 告 」

図表 写 真 を含 め2ペ ー ジ{400字 原 稿 用 紙8枚)以 内 を 原 則 と し、 上 記 の 執 筆 要 領 に 準 じて作 成

す る。
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「スポー ツ整 復 療 法 学研 究 」論 文 投 稿確 認 書

・申込はこの用紙をコピーして必要事項を記入の上、事務局へFAXも しくは添付ファイルで転送して下さい

投稿年月日(西暦)年 月 日(投稿者記入)

論文タイトル

(日本語)
一

論文タイトル

〔英 語)

一 一 一

分 野

(審査希望分野)

a)整復療法

ゆその他(

b)整復工学 o)スポーツ療法学 d)原 理 ・倫理

)

e)評価

一

投稿者氏名
会員確認(該 当項 目にOを 付ける)

'会員 ・入会手続 き中

一 一 一

所 属

一

連絡先

(資料送付先)

1〒 一 一

旨

電 話 IF酬1

E-mail

一

共同研究者

{不足の場合

は別紙に書き

加えて下さい)

氏名

一 一
所属

一 一
会員確認一

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入会手続き中

・会員 ・入 会手続き中
一一 一 一 一 一 一

・会員 ・入 会手続き中

・会員 ・入 会手続き中
一

・会員 ・入 会手続き中

別刷部数 部(30部 までは無料、学会負担)

送付資料確認

・原稿3部(コ ピー一可)

・投稿 料振 込確 認(コ ピー 可}

…
・その他、同封 した物があれば記入下 さい。

I

I
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日本スポーツ整復療法学会専門分科会登録のお知らせ

人体に対する整復療法術の基本を人体各部位別療法と全身的療法との有機的連携の視点にたち人間の総合

的回復を目的とする学際的研究の確立を目的として、下記の研究部会が設立しております。各会員少なくとも1つ以

上の部会に登録し、活発な活動を行うことを期待します。なお部会の登録数はいくつでも良いが、部会毎に通信費

等がかかります,

1.研究部会

ん部位別研究部会

1)スポーツ・ショルダー部会

2)スポー ツ・エルボー部 会

3}スポーツ・リスト部 会

4)スポーツ・バ ッケイク部会

5)ス ポ ー ツ ・ニ ー部 会

6)スポー ツ・ポダイアトリー部会

7)スポーツ・カイロ部会

部 会 長1田 邊 美 彦(タ ナ ベ 整 骨 院)

〒563-0032池 田 市 石橋2-14.11

TEL=072-761-5084FAX=072-761-5084・

E-majl=meibutanabe@wombat.zaq、ne.jp

部 会 長=渋 谷 権 司(渋 谷接 骨 院)

〒196-ee25東 京 都 昭島 市朝 日町5,7-36

TEL:042-543-09S4

E-mai1:sh量b山ya@riveT.sannet.ne.jp

部 会 長 岩 本 芳 照(岩 本 接 骨 院)

〒651・2117神 戸 市 西 区 北別 府2-2-3

TEL&FAX;07S-974-7555

E-mai1=yiwamoto@osk3、3web.nejp

部 会 長:西 條 義 明.(墨 坂 整 骨 院)

〒392-009S須 坂 市 墨 坂 南2-8--35

TEL&FAX=026-248-3163

E-rnait;sumisakaseikotuin@stvnet.hOme .ne.jp

部 会 長 草 場 義 昭(草 場 整骨 院)

〒83S-0128福 岡 県 小郡 市稲 吉1372-1

TEL=0942-72-9382FA[X=0942-73-0333

E-mai1:yoshiakj@moohao㎝.ne.jp

部 会 長1入 澤 正(初 石接 骨 院)

〒270-0121千 葉 県 流 山 市 西 初 石4.474-l

TEL:0471-54-1503FAX=047ト54■1503

E-mail:irisavva@rnaple.ocn.ne,jp

部 会 長1浮 須 裕 美 〒166-0000東 京 都 練馬 区 春 日町5・33-33-201

TEL=03-3577-3576FAX=I

E-mail=yumiukisuchiro@hotmai1.com
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B.基礎研究部会

1)スポーツ整復 工学部会

2)スポーツ療法科学部会

3)スポーツ社会心理療法学部会

部 会 長=岡 本 武 昌(明 治 国 際 医 療 大 学)

〒629・0392京 都 府 南 丹 市 日吉 町(大 学}

TEL(自)=06-6643-2S15FAX=06・6647・5578

E-mail:。 ㎞ 。to・・jsspot@ris.eonet.ne.jp

部 会 長 片 岡 幸 雄(宝 塚 医療 大学)

〒666・0162兵 庫 県宝塚 市花 屋敷 緑 ガ丘1

TEL=O」72・736-S6eo

Emai1=itSu・tenrin@tumh.ac.jp

部 会 長=

〒

TEL:

E-mai1:

4)アスレチックトレーナー実践学部会 部会長1原 和正(原整骨院)

5)スポーツ栄養学部会

〒381-OO83長 野 県長 野 市 西 三 才1367-3

TEL&FAX=026-295-33e2

E・mai1=kazufUnc,2326pro@。nyx.。cn.ne.jp

部 会 長1村 松成 司(千 葉 大 学 教 育 学 部 スポ ー ツ科 学 課 程)

〒263.8522千 葉 県 千葉 市稲 毛 区 弥 生 町1-33

TEL&FAX=043・290-3776

Emat1:mshigeji@faculty.chiba-u・jp

2括 動内容

1)学術大会においてシンポジウムを開催する。

2)学術大会における一般発表および共同研究発表を促進する。

3)研究部会に関連した研修会、講演会を開催する。{開催に際しては必ず学会事務局に連絡のこと)

4)内外の関連学会との連榜および情報の収集を促進する。

5)その他、研究部会に関連する事項である。

3会 費

1)各部会は通信費として1人 あたり年間1000円 程度を徴収する。研修会等における会費は別途徴収する。

4,登録方法

1)登録用紙に必要事項を記入の上、部会長に提出する。

2)登録用紙は学会のホームページより印刷することができます。

学会ホームページアドレスhttp=ltwww.e.chibe-u,jpt-mshigejitJSSPOnvJSSPOTHP.htm1
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堀井仙松先生により本誌に連載されてきた"スポーツ・医療科学のための確率統計学講座"カS1冊

の本にまとめられました1事 務局では、とりあえず会員の皆様用に確保しましたカ{、在庫溺かなり残さ

れています。今回、定価2500円 のところ、送料込みで1,500円 で頒布いたします。今後の研究用に、ま

た、講義の際のテキストに、会員の皆様必携の書、是非、1冊ご利用願えれ ば幸いです。事務局にFax

あるいはメイルをして頂ければ郵送いたします(上記価格は郵送料込みです)。

こ糠漏吻爆～ビ;よ6ρ《為覇彫叱ノ夢抗 檸務局 村松成司)

統計的手激の

rなぜ?」rど うして?」 を儒消し塞す 璽
柔道整復 ・医療 ・スポー ツ ・看護な どの専門分野の方々により収集 され るデー タは、

適切な整 理や解析 を行 い、重要な情報 を抽出 して、正確な判断や活用を可能に します。

●本書では、データ整理や解析を簡単かつ適確

に行 うための基礎知識を提供 します。

●日頃、数学や特に確率統計学には、な じみの

ない方々にも、理解 しやすいように、`'なぜそ

のようにすればよいのか"、 「`なぜこのような

数式で表され るのか"を やさしく解説 してい

ます.

●実際のデータの取 り振いや計算にはパソコン

上で'Encelと いうソフ トを用い簡単に行 う手

法を例題により提供 しています。

●本書 では、本文の 図およびExcelFiLeを

CD-ROMに 記録 して添付していますe

●本書は、学会発表 ・論文作成など各種報告書

をまとめるための一助になることを目的とし

ています。

●Ho皿eP且geはGo。gleで"文 化書房博文社 確

率統計学入門"を 検索

書評 ・推薦の言葉

定 0円 →1,500円
(会員特別価格)

本学会誌 「スポーツ整復療法学研究」第4巻1号 から連載されてきた、講座;"ス ポーツ・医療科学のた

めの確率統計学講座"が1冊 の本にまとめられ、文化書房博文社から出版できましたことは、誠 に喜ばしい

限りです。われわれは専門外の立場故、統計的手法は、それを利用する立場にあり、その手法の根拠など

充分 に検討することには慣れていないのが通常ですが、本書はその盲点を補ってくれる、数少ない確率統

計学の入門書と言えます。また実際の適用 においては、例題を多く示し、パソコン・ソフトExcelの 基本的な

説明だけでなく、活用しやすいように例題のCDも 添付されており、便利であると言えますe見 た 目は数式が

多く、なじみにくいテキストの様 に感じられるが、Excelを用いて基礎的な統計的手法を利用する立場であれ

ば、第1章 及び第10章 以下を読むだけでも利用価値はあると思われます。本書は看護 ・医療科学などの広

い分野の方々にも情報処理のための確率統計学入 門書として価値があるだけでなく、特に、我々の専門分

野の者にとっては、利用価値のある良書の1冊 に仕上がったものとして、推薦いたします。

日本スポーツ整復療法学会
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「日本スポーツ整復療法学会」連絡用紙

・本学会会員の変更 ・退会等の連絡 はこの用紙をコピー してお使い下さい
。

・氏名 ・都道府県名 は必ずご記入下さい。その他 の記入は変 更事項のみで結構です。

・事務局へ はFAXに てこ転送下さい
。 事務局FAX=043-290-3776

※変更届がなされない場合 は重要な連絡 ができないこともありますので、よろしくお願いします。

①必ずご記入下さい。都道府県、会員資格、氏名、郵便物送付先変更はこの欄のみで結構です.

都道府県名 会員資格 正会員・賛助会員・学生会員

ふりがな

氏 名

郵便物送付先にOを 付ける

自宅 勤務先

②以下、該当する箇所に変更される内容をご記入下さい

勤務先名

勤務先住所

〒

電 話 「FA刈
E-mail

自宅住所

〒

一-一 一 一 一

電 話 lFAxl
E-mail

一 一

一

職業分野・免許

変更

O印 を付ける

柔道整復師

大学教師

その他(

一

鍼師

一 一 一

灸師

専門学校教師 医師

)

マッサージ師

大学院生

一 一 一

理学療法士 カイロプラクター

学部生 専門学校生

一 一 一

所属職能団体

変更I

O印 を付ける

日整

専門学校生

JBNSK 全国柔整師会

研究所 その他{

医師会 JATAC大 学 学生

)

一 一

退会届
(理由)

年 月末 日で退会いたします。

その他

通信欄

送信年月 日(西暦) 年,月 日
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1編 集 後 記i

9月8日 早朝5時30分 頃 目を覚ましてTVを つけると、2020年 オリンピック・パラリンピックが東京開催と決

定したニュースが飛び込んできた,まことに嬉しいことと心より喜びたいと思います.このような国際的な最大のイ

ベントが 日本で開催されることは、大きな価値があると思いますが、反面色々な問題点も浮き彫りになってくると

思います。日本では平成23年3月ll日 に東 日本大震災に見回り、原子力発電所の事故、また、豪雨、猛暑.

竜巻等の自然災害による大きな被害を被っている中における朗報である。しかし、ただこのニュースに喜ぶだけ

でなく、スポーツの最大イベントであるオリンピックを通して、再度スポーツとは何か、スポーツの価値は何か、を

改めて考えることが必要であると思う。そして、この機会に 日本スポーツ整復療法学会は何をなすべきか、この機

会に我が学会活動のさらなる活動と人類の安寧に対する義務を再度考 える時でもあろうと思いますe7年 後の東

京オリンピックに向って、我々も日本スポーツ整復療法学会としての活動計画を見直すことも必要であろう

(記増 原光彦)。

1編 集 委 頁 套1

吉田正樹{委 員長)

増原光彦 行田直人 片岡幸雄 渋谷権司 村松成司

JournalofSportSciencesandOsteopathicTherapy

Vol.15No.1September2013

禁無断転載

スポーツ整復療法学研 究(第15巻 ・第1号}

函
2013年9月15日 発 行

発 行 者 日本 スポ ー ツ整 復 療 法 学 会 会 長 代 理 増 原 光 彦

発 行 所 日本 スポ ー ツ整 復 療 法 学 会 事 務 局

(http;〃www.e.chib且 一一一u.iP/"mshlgej/JSSPOTH/JSSPOTHP.html)

〒263-8522千 葉 県 千 葉 市 稲 毛 区 弥 生 町1-33
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